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年譜
1 はじめ に - D u nhelm u sBristolie n si
トマ ス ･ チ ャ タト ンは父が亡くな っ て 3 ヶ月後に生まれたo 家の 近くには奪え立 つ 後期 ゴシ ッ ク様式 の セ
ン ト メ アリ ･ レ ッ ドクリ フ教会があり, 叔父はその教会で寺男をしてい た｡ 詩人が｢ロ ウリ - 請+ を書く
契樺とな っ たゴチ ッ ク活字の 稿本や中世英語の語桑や装飾は, 父が家に持ち帰 っ た教会の枢の なかにあ っ た
ようだo ｢ロ ウリ ー 詩+ で は文学作品その もの と, 建物, 紋章, 系図などの 歴史資料とが半々 に混在して お
り, 詩人は ｢中性の ブリス トル+ という都市を, 架空の 詩人 トマ ス ･ ロ ウリ - を通じて , 包含的に再表象し
ようと試み たと思われる ｡ あたかも精神的な支柱となるべ き父の不在を購うかの ように, 詩人は幼い頃から
詩作に向い , 必要な ペ ン を執る｡ 奪え立 つ 教会, 父, ペ ン こ れだけ考えて も彼の 中世趣味の動樺の 一 つ は,
当時の社会現象に迎合した だけでは なく, 内的必然性に求め られてい たことが容易に想像される｡
詩人として の活動時期は , 非常に短く, 1768年9月頃から1770年8月まで の ほ ぼ2年間と考えられ る ｡ こ
のうち前半 (1769年5月頃まで) は, 中世英語で善かれたい わゆる ｢ロ ウリ - 請+ (Ro wley Poem s) の 時
期であり, 『ド ･ }† - ガ ム家禄起』(
``An Ac c o unt ofthe De Be rgha m sfr o mthe No r m a nCo nqu e st
to T his Tim e”) で前半を終わるo 後半は主として現代英語で書い た時期に当た る｡ ただ唯 一 の例外と し
て , ドナル ド ･ テ イ ラ - の 配列 に よれ ば , 最後 の ロ ウ リ - 詩 と な る ｢慈悲 に つ い て の 秀逸 な民
諺+ (
”An Ex c ele nte Balade of Cha ritie”) はチ ャ タ トンが死ぬ直前に書かれて い る o
ロ ウリ - 詩が公けにな っ たき っ かけは Felix Fa rley
'
s Bristol Jo 乙ムr n al へ の 投稿からで ある ｡ これは
当時ブリス トル市内の 橋を架け直すにあたり, そ の 最初の橋の 開通式に関する古文書が見つ か っ たと言う趣
旨の作品を
`
D u nhelm 乙ムSBristolieT Wis' という偽名を伺い て中世英語で公にする｡ これを契機に二 つ の牡
界すなわち ｢中世ブリス トル+ と｢18世紀中葉の ブリス トル+ を結び付けてい くことになり, こ の ｢橋+に
関する古文書の作品そのものが, 詩人にと っ て, 文字どおり本質的に異な っ た二 つ の世界の架け橋となる象
徴的な出来事だ っ た｡ しかもブリ ス トルBristolという地名その もの が ｢橋のある場所+
`Bricg- sto w e
'
を
意味して い た｡
｢ロ ウリ - 請+で は, 15世紀の ブリ ス トルに実在したウイリア ム ･ キ ヤ ニ ン グズ (W illia m Ca nynges)
という人物を中心に, ト与ス ･ ロ ウリ - (T ho m a sRo wley) という架空の 詩人が独自の 詩の 世界を展開
する, と いう設定である｡ こ の キ ヤ ニ ン グズ/ ロ ウリ - は, 父/ 千- パ ト ロ ン/ 詩人に相当すると言えるだ
ろう｡ ロ ウリ - は換言すれば, 人生予型論的にみ ればチ ャ タトン の前性セあり, 同時に後世の あるべき姿を
過去に文字空間を媒体にして投影したもの で すらあ っ た｡
2 <放歌> とチ ャ タ トン ー ｢イ ギリ ス の牧歌+ と ｢ア フ リカの放歌+
1
2 :0 はじめに
当時の好古趣味 (Antiqu a ria nis m), 中世趣味 (Medie v alis m) さら に原始主義 (Primitivis m) など
の 視点から ロ ウリ - 詩にのみ興味が集中し, 主として後半に同時代の英語で書かれた詩作品につ い ては, そ
れほど注意が払われて こなか っ たように思える｡ これにはト マ ス ･ ロ ウリ - という詩人の実在/ 不在を巡 っ
て, 結局ほ ぼ1性紀あまりも続い たロ ウリ - 詳の真贋論争が, チ ャ タト ン の後半の詩に対する興味を隠蔽し
て しまう ー 因とな っ たとも考えられる . こ こでは, ロ ウリ - 詩中白眉で あるとロ セ ッ テ ィ が絶賛した ｢イ ギ
リス の牧歌+ とオクス フ ォ ー ド版 『トマ ス ･ チ ャ タ ト ン全詩集』 の編纂者ドナル ド ･ テイラ ー (Do nal d S.
Tayle r) が賞賛した ｢チャ タトンの も っ ともすばらしい ロ ウリ - 以降の詩, ア フリカの牧歌+(1)に つ い て考
察し, 詩人の15世紀ブリス トル と18世紀ア フ リ カという二 つ の世界を比較対照してみ たい ｡
まず詩人にと っ て興味があ っ たの は過去の ブリス トル, つ まり遠く隔た っ た<時間>に対して であ っ た ｡
当時の ブリス トル は詩人にと っ て結局 ｢煤けた煉瓦の積み重なり+であり, ｢拝金主義者や詐欺の崇拝者+(2)
の住む町で しかなか っ た｡ こうして実際の 地理上の空間的な広がりには興味を示さなか っ た詩人も, やがて
南方へ 興味を示し, 少なくとも｢ア フリカ の牧歌+ と副題につ けられた三 つ の詩では, 西ア フ リカ, サ ハ ラ
}
以南の ア フ リカ, ガ ー ナから象牙海岸, コ ン ゴあたりの地名から想像上 の固有名詞を作り上げ, 遠く隔た っ
た< 空間> に対 して興味を抱く こ とにな る ｡ テ イ ラ ー に よれ ば, ア レ グザ ン ダ ー ･ キ ヤ ト コ ッ ト
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(Ale x a nde rCatc ott) の地質学や神話学が詩人の < ア フリ カ> に昇華して行く想像力の 豊かさ は , 古文
書から中位の ブリス トルを作■り上 げて行く想像力の豊かさ に決して劣る もの ではない という｡(3) こ の 点から
ち, ｢ア フ リカ の牧歌+ を無視できな い ことがわかる だろう｡ 詩人は実際ア フ リカ の地を踏んだ経験 は ない
ようだo なぜ ア フ リカ に興味を抱くよう にな っ た の か, そ の経緯も定かで はない が, 伝記的な事実から言え
ば･ 外科医であるウ イ リア ム ･ パ レ ッ トに手耗を書き, ア フ リカ航路の船医助手 (s urge o n) の ため の 推薦
咲 (physic al cha ra cte r) を送 っ てくれるように頼んで い たようだ｡ 1770年8月12日付けの ジ ョ ー ジ ･ キヤ
ト コ ッ ト宛の 手紙で は, パ レ ッ トが尽力してくれて い る様子を伝え, まだ望み を捨てない で い る所を見る と
その期待は大きか っ たの だろうo (
4) しか し18日 伯 殺の 6日前) に はパ レ ッ トは手紙で意に添えない 旨を伝
えてきたようだo また当時ブリス トルは人口5万くらい の 当時のイ ギリス で はロ ン ドン に次 ぐ大都市で, 西
イ ン ド諸島の奴隷貿易をほぼ独占し繁栄を極めて い た｡ 年に百隻を超える奴隷貿易船がブリス トルから出航
し･ その奴隷収容能力は約三万人であ っ たともいうから, おそらく詩人が黒人奴隷を目にする可能性はあ っ
ただろう し, さらに彼らがどういう状況にあ っ たかを目撃した可能性もじゅうぶ ん考えられる ｡
また文学の影響関係から言えば, チ ャ 夕 ト ン の < アフ リカ > は, 先行する詩人 たち つ まり ス ウ イ フ ト
(Swift) の ｢詩に つ い て+(aOn Po etry: A Raps ody
”
) の中の ア フ リカ ヘ の 言及 (とく に177- 180行),
トム ソ ン (Ja m e sTho m s o n) の ｢四季 ･ 夏+(T he Se a s o n s:Su m m e r”), ジ ョ ン ソ ン (Dr. Sa mu el
John s o n) の 『ラセ ラ ス』(The Histo ry ofRa s s ela s, Prin c eofA bys si71ia), グレイ ン ガ - (Ja m e s
Gr ainge r) の 『砂糖割 田zLga r Ca n e) などの系譜に連なると考えて い い だろうo(5)
牧歌という形式につ い て言えば, 牧歌に は, pa sto r al, bu colic, do ric, e clogu e, ge o rgic, idyl(
6)な
どの言い方がある｡ こ こでチ ャ 夕ト ンが用い た e clogu eは対話ある い は独白に よ る短い 詩という程度の も
の であると見倣すことができる(7)が, 本来牧歌は逃避の文学でもあり, 都市の喧騒か ら逃れ, 平和 な田舎
に身を投じたい という願望は古代の牧歌に始まり伝耗的に受け継がれて きたも･の であり, はるかな昔に時を
据えた完全で神話的な世界, つ まり腐敗を知ら か 咽 園の 素朴さを備えた黄金時代を扱う文学形式で もある｡
こういう伝続を持 っ た形式と, チ ャ 夕トン の現実の ブリス トル から ロ ン ド㌢ - , さらに ロ ン ド ンを離れ新天
地を求めた い という願望が結び付き, ｢ア フ リカ の 牧歌+ という形を取 っ たと思われる ｡
また1769年5月には 陀臣誌田舎と都会』(To w n a nd Co u ntry M aga zin e) に掲載され, さらに 6月に は
同じ雑誌にその現代語訳が掲載され, (8)生前に日の目を見た唯 一 の ロ ウリ - 詩である ｢エ レナとジ ュ ー ガ+
相1e a n o r e a nd Juga
' ') が牧歌形式であ っ たということもその形式を用い たことに無関係で はない よう
に思える｡
さらに18世紀の牧歌の伝統から言えば, ア ラ ン ･ ラ ム ゼ イ (Ala n Ra m s ay) の 『優しい 羊飼 い』(The
Ge ntle Shephe rd), ウ イ リ アム ･ シ エ ン ス ト ン (W illia m She n sto n e)の 『牧歌民謡』 (A Pa st. r al
Ballad) な どに連なり(9)なかで も ウ イ リ ア ム ･ コ リ ン ズ (W illia m Collin s) の ｢ペ ル シ ア風牧歌+
(Pe r sian, 1742o r Orie ntal, 1757Eclogu e s
”
) の影響が強くみられる｡ (10)
2 :1 ｢牧歌その - +(
A-
Ec[ogu ethe Fir st
”
) に つ い て
T he Ba r o ns
'
W a r” (1263- 65) の時代, 言い換えれば ｢イギリス が致命傷を負 っ て血 を流して い た+
時代の素朴な二人の羊飼いの会話である o 実際は七年戦争 (T he Se v e nYe a r sJ W a r, 1756-1763) の影響
が蔭を落として い るようだ｡ 後の ｢ア フ リカの牧歌+ の自然描写と比べ ると明らかに違うが, こ こで は ｢夕
べ の暗い灰色の 外套を纏 っ た谷の中で+ の会話で, 一 人は息子を亡くした父親ロ ベ ル テ (Robe rte) であり,
もう 一 人は, 父を亡くした息子 ラウフ ェ (Ra ufe) で, もちろ ん父を求め るチャ タトン の姿と重なるo
ああ, ラウ フ ェ よ!この ように時が過ぎ行き,
このようにわたしたちもさらに悲しみを追い求めて駆け抜ける ならば,
わたしたちが強くても, わたしたちの運命は没落するで あろうし,
わたしたちの足取りよりもわたしたちの危機の ほうが速い であろう0
わたしたちは大きな悲しみにい っ そう悲しみを加えてきた｡ (1ト 15行)
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｢私の五感は, 生きて い る ことその ことを恐れるの だ+ と生その もの に対して どうしようもない恐怖心に苛
まれる ロ ベ ル テが語る｡
か つ て の羊飼い たちの素朴な楽園も, い まで はもう失われて しま っ た｡ ラ ウ フ ェ の懐かしむ ｢楽園+ は,
中位イ ン グラ ン ドの羊飼い たちの生活の 場である o
香しい花々 ,革に覆われた牧草地 , こ ん もりと茂 っ た森,
- ･ 遥か向こうには森が見え,
谷間に響く心地よ い ヴィ オラ の音,
宿屋の 中庭で は陽気に踊 っ て い た (23- 26行)
一 方ロ ベ ルテ の失 っ たもの は,
･ I ･ 私の キ ン ポウゲに覆われた牧場,
私の 百合の ように白い 羊の群れが広がり,
私の お気に入りの接 ぎ木たち, そ して こんもりとした木立 ,
私 の共有地 は見渡す限り広が っ て い て ,
私 の かわい い 雌牛たち, 私の戟えば強い 雄牛たち,
私 の - ･ 花が咲き乱れて白くな っ た庭,
私の キン セ ン カは日の光とともに開花し,
私の 蓄えはこの ようなもの を祝福してくれるすべ て の天から与えられる ｡(3ト 38行)
彼の ｢楽園+ の構成物すべ て に つ い た ｢私の+ という形容詞は, それだけい っ そうその もの に対す る執着と
それを失 っ た悲哀を感じさせ る｡
一 方ラウ フ ェ は, この土地に根差して , たとえ自分が ｢そこに近づくすべ ての人間を殺してしまうような/
人を死に追い や る毒を含ん だ誤 っ た木+ であるとしても, こ の 土地で生きてい こうと決心する｡ そこ で初め
て戦争で 父を亡くしたことを嘆き, 父を殺した者 へ の復讐を果たす決意をする｡ この 復讐を誓 っ て終わると
いう点で は, ｢アフ リカの牧歌+ と同じであるが, 二人ともすで に内面化された今で は失われた<楽園 >を
懐かしんで いる ｡
2 : 2 ｢牧歌その 二+ (
``
Ec】o9u ethe Se c o nd
”
) に つ い て
状況設定は, リチ ャ ー ド 一 世 (獅子心王) 率い る十字軍に従軍した父親を心配する息子の話で あり, 依然
として父/ 子の関係が中心軸となる｡ ｢敬慶なナイ ジ ェ ル+ が, 父の 無事を願う祈りから始まる ｡ こ の祈り
の言葉は , 最後の9連日で父が無事帰還するが, その前の8道道繰り返される｡ リチ ャ ー ド獅子心王に つ い て
十字軍で遠征してい る肉親の安否を気遣う素朴な子供の気持ちが, キリス ト教を正義とし異教を邪悪とする
単純な二項対立 に絡め取られる o 言い換えれば個人的な純粋な感情が歴史上 の事件に抑圧されてしまう.
異教徒側を `a m e n u s ed Natio n n e s' として彼らを明らかに白人より劣性な国民とみなして, キリ ス ト教
徒側の差別意識を顕にして い る ｡ これは当時のイ ス ラム教徒の地中海地域制覇に脅威を感じたキリス ト教徒
が, 彼らを敵と見倣し, 偶像崇拝, 偽預言者, 性的放縦, 堕落などのマ イナス ･ イメ ー ジと結び付 け, 歪ん
だサ ラセ ン人 - イ ス ラム教徒像を作り上げたのと同じ精神構造から発して い る ｡ 作品の大半は十字軍とサ ラ
セ ン軍の戦闘の様子が中心となる ｡ サラセ ン は十字軍を恐れ, bo nted Bo cke sチ ｢手負い の鹿+ の ように
四散す るのだが, ℃ocke s
'
- ℃u cks' で, これはアメリカの俗語で ｢イ ン ディ ア ン+ を意味する言葉で も
あり, こ の隠愉はキリス ト教徒以外は人間で は ない と暗示して い る ようだ｡
T he mitte e c r o s s eJe ru s alim ys s e en e
' というとき, つ まりキリス ト教の象徴として の ｢十字架+
がエ ル サ レム を｢横断する+ とき, サラセ ン人たちは ｢震え上が+ る｡ 戦闘における負の価値観は, つ ねに
すで に異教徒側のものだ｡ これは もちろん侵略で はなく聖地回復であり, 正義はもちろ んキリスト教側にあ
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る ということをい っ そうイ デオロ ギ ー 化して い る ｡
脅え, 恐れ 死 の なかで, ｢何千人死ん で も戦 い を鎮められない+ ほ ど烈しい 戦闘が繰り広げられ るが ,
やがて戦蘭は終了し, ｢十字架を染抜い た旗が+ 異教が支配して い た地に ｢高々 と掲げられる+｡ リチ ャ ー ド
王自らの手によ っ て , ｢ア ジア の 人々+ の 首領が殺される｡ イ ス ラ ム はまた｢月+ で , キリ ス ト教 の象徴で
あるリチ ャ ー ドは｢太陽 - 神 の子キリス ト+(s u n- So n) として表象され , もちろん ｢繁りゆく月+ は ｢太
陽+ の前で は, たちまち霞んで しまう｡ こうして明らかにキリス ト教側から見た勝利の物語で あり, 後述 す
る ｢アフ リカ の 牧歌+ とくに ｢ヘ カ ー とゲイ ラ+ の ア フ リ カ にお ける黒人 の視点とはま っ たく対照的で
ある｡
語り手の 名前はNygelle - Nigelで , Neilか ら発 し, ラ テ ン 語形 はNigellu s - bla ckish で , こ れ は
nige r= bla ck と縁語で ある こ とは言うまでもない ｡ イ ギリス 中世の 一 個人の 名前からNige r- ア フ リ カ中
西部にある現 ニ ジ ェ ー ル共和国からさらにNige ria - ア フ リ カ中西部の元イギリス の 植民地で あ っ た現ナイ
ジ ェ リ ア連邦共和国とい っ たア フリ カ の 地名だけでなく, n egr o と いう とく に ア フ リカ の コ ン ゴ や ス ー ダ
ン地方に住む黒色人種 - の連想を含ん で い る ｡ つ まり登場人物も舞台も, コ リ ン ズ の ｢ペ ル シア の牧歌+ と
くに ｢第四牧歌+ を経由して後の ｢ア フ リ カ の 牧歌+ へ と展開して行く契機を学んで い る ｡
勝利した人々 は帰還 し, 尊敬の 眼差しで迎えられ, 愛する人々 と抱き合い , も て なされ, それま で の 憂い
や苦労を忘れる ほどで あ っ た｡ そ の とき, ナイ ジ ェ ル も父が海から大地へ 一 歩を踏み 出すの 見たとこ ろ で作
品は終わ っ て い る｡ 生死の 危うか っ た者の無事な帰還 は, 古典的には, オデ ュ ッ セ ウス の帰還と同じく らい
の安心感を与え, そ の子の 気持ちは英雄の帰還を待ち望んで い た子の心情と同じで あろう｡ ただ古典の 英雄
の 帰還はナイ ジ ェ ル の 父ほ ど堂々 たるもの で はなく, 最初に戻 っ た の は豚飼い の小屋 で あ っ たけれ ども｡
2 : 3 ｢牧歌その三+(`JEclogu ethe T hird
' '
) に つ いて
もし自然の い っ そうすばらしい部分を知りたければ,
羊飼い の小屋や小屋を捜して ご覧なさい ｡
もし彼らが素朴な作りの もの を持 っ て い たら,
そこに, 自然本来の 形を見て取れるで しょうo(1 - 4行)
こ の 冒頭の部分と, ワ - ズ ワ ス の 『マイ ケル ー 牧歌』 の
わたしが羊飼い を愛した の は, 彼らそ の もの というよりは
むしろ彼らの働く場所であり, 住処である
野原や山岳地方が好きだ っ たからだ. (24- 26行)
という箇所とを比較してみ ると, ワ - ズ ワ ス が い かに本来の羊飼い から逸脱して い るかがよくわかる ｡ ｢す
べ て の もの を原初の状態で見たい と思うなら+, 羊飼い の許 へ 赴くべ きな の だ ｡ 原 始主義 (Primitivis m)
は羊飼い に回帰して い る, つ まり本歌で ある牧歌へ 回収されたが っ て い る｡ したが っ て ここには詩人 の ロ マ
ン主義的要素 よりもむ しろ古典主義的要素の 方が強い とい えるだろう0
女性の羊飼 い は ｢アグネス 夫人 は - I /なぜ私より優れて い るの か+ と尋ね, 男性の羊飼い は ｢キリス
トはなぜ/私より優れて い るの か+ と尋ねる｡ これに対して, ロ ー ゲ ル牧師は, 偉大なもの も卑小な者も,
戦士も臆病な者も, 賢者も愚者もみんな ｢死の央によ っ て+ 存在に終止符を打つ と忠告する｡ 死もま たア ル
カディ アに存在するの だ｡
次に男性は騎士は ｢どうして私より/ 偉大なのか+ と問うの に対して, ロ ー ゲ ル牧師は,
芽吹き, 成長し, 花咲き, 繁茂し,
隣の緑を蔑視して い るが,
しかし軽蔑された緑と同様に, その名誉は崩れ,
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直ちに日の 照り つ く平原で萎れる D (5 ト 54行)
と植物の比瞭で人生の はかなさを語る｡ 彼 の ｢真理+ とは どん な人間にも必ず死が訪れると いうことだ｡
第67- 82行まで こ の ｢ 男性+ の現在の 仕事ぶ りを語るが, ｢しかしああ, - 私 は も っ と偉大に なりたい の
ど/ 名誉ある終身雇田植と財産の 面で+ と言うc こ の 出世欲と名誉欲は詩人自身の もの でもある o
これに対して ロ ー ゲ ル牧師は, ｢丘 の上 の 一 本の大樹+ と｢小さな花+ とで は, 嵐が来たとき , 後者の ほ
うは｢傷つ けられず+ 残るの であi), 形が大きければ大きい ほ ど, そ の苦悩も大きくなるの だo ｢汝自身取
るに足らない 一 輪の花+ で あれ という忠告をの べ て終わるo これは, ワ - ズワ ス の 陳情民謡魁 の ｢楢と
金雀枝 一 牧歌+ (
aThe Oak a nd the Br o o m
, A Pa sto r al
' ,
) の寓話とよく似て い る ｡ ワ - ズ ワ ス の詩に
関しては , ラ ン グホ ー ン (John IJa ngho r n e) の 『花の寓語MFable s ofFlo r a, 1771) の 影響を指摘す
る批評家もい るが, こ こでは チ ャ タト ンとの異同を見ておきたい o ワ - ズ ワ ス にもやはり生 の厚さを語 る個
所は いく つ かあるo ｢暑い昼 日中, 君も彼も/あ っ と い う間に死ぬの だよ+ とか
老若, 賢愚, 強弓弓どれに しても,
私たちの 存在を保 っ て い る
鮮はまことにもろい の ですo (58- GO行)
そして最後の連で楢と金雀枝はま っ たく対照的な生涯を送る｡
ある晩風が北からや っ て来て
凄まじい突風を - 吹き吹い た｡
明け方に私は見回りに出て,
崖 の近くを通りかか っ た｡
嵐は楢の本に襲い かか っ て,
凄まじい 一 撃で打ち倒L,
渦巻い て遠く へ 運び去 っ た｡
居心地 のよい宕の裂け目に
呑気な小さい金雀枝は生き残り
それからゆ っ くり余生を送 っ た｡ (101- 110行)
これはチャ タ トン の抽象的な ｢樹+/｢花+ を具体的な ｢楢+/｢金雀枝+ に置き換えた寓話の変奏の よう に
思えるo こ の ように名もない社会の周辺にい るものを中心として展開し, その中に価値を見出して いる点で,
ロ マ ン主義的である ｡
2 :4 ｢ヘ カ ー とゲイラ ー ア フリカの牧歌+(" He cc a r and Gair a･ An Africa n Eclogu e.
”) に つ い て
この詩はこの ふ たりの対話で物語が進行して いくが, ふ たりはもはや伝競的な羊飼い で はなく, ア フ リ カ
の黒人の戦士で ある o 冒頭の ｢自然の ままの ケイ ダラ河+ (･･the r o ugh Caigr a
”) は, け? して 懐 風景
な景色+(a r o ughla nds cape) の ところで はなく, 未開の地で起伏も烈しく奔流の流れる河で あり, しか
もス テ エ ク スが生者と死者を隔て る境界で ある ように, 現実のイギリス と憧れの ア フ リカとを分別するに相
応しい ｢崇高な自然+の河であり･ ｢イギリス の 牧歌+ の平坦な自然と対照的である ｡ 同時にそ こ は羊飼 い
の生活の場でもあり, 厳密に言 っ て, 少なくとも何等かの人為的要素が入り込んだ自然であ っ た｡ しか しこ
こで は ｢大波がうねり+,
反響する洞穴を通っ てその轟音をたて ながら
汰
は るか遠く に恐ろ しく見える鋭い岩々が
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広がる緑野 に白い奔涜を走らせると ころに
前押で地面を掻 い て怒 っ た虎が大軌し
原野 の黒い弓人たちに戦い を誘うところ に (2 - 6行)
二 人は ｢崇高到 自然に取り囲まれて い る｡ 冒頭で語られる の は二人がそ こに辿り着い た経緯や登場人物関
係を中心とした説明で はなく, あくまで急峻な ｢自然+で しかない ｡
ふ たり の戟士は息をきらし, 燃える ような日の 光の ｢苦痛+, もちろん これ は肉体的の み ならず後に述べ
るように精神的な苦痛で もあるが, それに苛まれながら, しかも ｢血糊の付い た槍+ や折れた弓があたり に
散乱しており, ともかく伝統的な牧歌の状況とは程遠い ｡ どうやら彼らは烈しい 戦闘を終えた直後, 砂浜に
身を投げ出してい る ようだ｡ ひ とりは｢ジャ ル ラ の 豊穣な高原の酋長+ へ カ ー , 恐らくこの 名前から して 古
典の英雄ヘ ク ト ル (He cto r) に匹敵する者に違い ない . もうひとりは その 無二 の親友で ｢戟う射手 の な
かの射手+ ゲイ ラで ある｡
詩人の背景 - の興味は冒頭6行に留まらず, 二人 の戦士の紹介が済むと直ちにそ の周囲の 自然環境の 描写
へ 戻 っ てしまう｡
- ･ ケイ ダラ の大波は轟音を立て ながらうねり ,
● ● ●
毎日 の よう に砂地に落雷があり,
立ち込める嵐(
`Te mpests
'')は空で捻りをあげ,
涌き上が っ た砂が渦とな っ て旋回して い る ｡(14 - 18行)
この ように登場人物も背景も従来の ｢牧歌+ とはま っ たく異な っ て い る の は, 例えば グ レイ (T ho m a s
Gr ay) の ｢吟遊詩人+ (
`T he Bard'
') に影響されたと言われる マ ー テ ィ ン (John M a rtin) の ｢吟遊詩
人+(The Ba rd'') の風景と人物の比率のようである｡ い っ そう違い を際立た せれ ば, 古典の 作品で は明
らかに人物が画面の中心であり圧倒的にそこを占有して い るの に対して, マ ー テ ィ ン の絵で はそれまで背景
で しかなか っ た自然がほとん どの画面を占有し, そこに登場して い る はずの 吟遊詩人を接すの が難しい くら
い だ｡
ゲイラは, ｢昔の ことを思い 出させ ない でくれ+と頼み , ｢可哀想に血塗れに な っ た子供たちの ことを言
わない でくれ+ と請い ながら, 奴隷商人 に連れ去られたと日される妻コ ⊥ ナ の ことは, 鮮明に自ら回想する｡
コ - ナ, おお コ ー ナ よ, 黒 い魅力を装 い ,
私 の脆から離れ どんな遠隔地 に今い るのか
コ ー ナはア フ リカの焼け つ く谷の誇り,
疾風の ひんやりした捻りの ようにしなやかで
花咲く茂みを抜けて その栄光を引きずる
多彩な蛇の ように厳かで
荒れた砂地を抜けて ジャ ギヤ の岸辺 で泡立 つ
イ - ス カ ル川が捻りを上 げ光沢のある岩肌の よう に黒く
央のように早く私の胸に飛び込んできた(49- 57行)
黒い崇高ともいうベ き コ ー ナを失 っ て しま っ た経緯はこうだ. ｢膨れ上がる嵐+ の近づく夜に, コ ー ナ の
胸で安らい で いると, 森からさまよい 出た ｢恐ろ しい捻りを上 げ, 日は燃え上がる炎のような+虎に身の危
険を感じ, ゲイ ラは ｢決して外したことの ない央+ を放つ ｡ たしかに手答えはあ っ たもの の, 心臓は外して
しま い, 獲物は彼方の荒野 へ 退散する ｡ ゲイ ラは猛烈に追跡し, 結局の たう っ て死んだ獲物を捉え, そ の 皮
を剥い で, ｢この上ウニ愛しい わが コ ー ナを横たえよう+ と叫ぶ ｡ こ こまでの虎退治の話はたしか に英雄物語
の 一 つ に違い ない ｡ しか し コ ー ナ に会い たい 一 心で 一 目散に駆け戻 っ て みると, 妻の姿が どこにも見当たら
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な い ｡ ｢藍い 海からきた白い影たちが/わが コ ー ナと子供たちを奴隷とした+ の だ っ た｡
ゲイラはそう判断すると居ても立 っ ても い られず, ｢神々 は私に鬼人の力を授けてくれ+,
私は, 暁に照らされた山 へ 登り
そこで 風を満帆に受けた船団を見たとき
私の 心の 中に恐怖と狂気が涌き上が っ た｡
そ こに コ ー ナは取るに足 らぬもの たちと 一 緒に
い やし い奴隷の身とな っ て忌まわし い 鎖を引き摺 っ て い る ｡(82 - 86行)
｢この血 に染ま っ て きた槍は復讐してもしたりない+と復讐を誓 っ たところで なす術もなく, ｢百合の よう
な顔だちをしたもの たちを血祭りにあげてやろう+ と誓い を新たにするゲイラ は, 白人たちを取り逃がし,
コ ー ナ奪回に失敗したにも拘らず, やはり毅然と吃立 した<英雄> であり, 人間の ｢崇高+ を示す瞬間であ
るo
nl)
2 : 5 ｢ナ - ヴァとモレ ッ ト アフリカの放歌+ (
･･
Na r v a a nd Mo r ed･ An Afric a nEc暮ogu e.
, I
) に つ い て
この詩は, 逃走する乙女を追跡する戦士たちという儀式的な踊りの様子が周囲を取り巻くアフ リカら しき
自然の比愉で語られる前半(1 - 64行)と, 女司祭がナ - ヴ ァ と モリ ドの悲恋物語を唄う後半(65- 104行)の
二 つ に分れ, 唐突に ｢ナ - ヴ ァ とモ レ ッ ドの 愛を歌え+ というチャ ル マ (Chalm a) の 司祭の命令で始まる｡
やさしい 乙女は山に登り, チ ャ ル マ の聖地の険しい崖を歩き回るが, 一 人の逃げる ｢女性+ と追跡する多数
の ｢男性+ とは , 生物学的な知識から推定さゴ1る人間誕生の過程と同じである ｡
乙女は3度神秘的な木々 の 木陰で踊る o こ の踊りは ドル イ ド数的であり, ア フ リ カ の 自然という よりむ し
ろ北方の厳しい 自然の ほうが背景として似合うように思 える o こ の 詩は, とくに瀞しい 固有名詞で ア フ リ カ
らしき意匠を施して い るにもかかわらず, 3 つ の ｢ア フ リカの牧歌+ の中で も っ とも南の ｢アフ リカ+ か ら
遠く, 北の ｢オシア ン+ の 自然に近い ように思える｡
へ ラ ジカ (elk) の ように ｢速く+, またノ ロ ジカ (r o e) の ように｢速く+, ｢戦い の申 し子+ たちが乙女
に続く｡ そ の 間も空の聖域にかか っ て奪える山の頂に嵐が沸き起こり, 暗雲垂れこめる嵐で天気も悪く, は
げしい奔流が溢れてい るo ｢鎌立 っ た連山+ は, ロ ル バ ー ル (Lo rba r) の洞窟から国の果てまで続き, その
先は, ｢漉く, 暖味な暗闇, /しかも見通せず, 神秘的で , 濁 っ て い る+0 ｢戟い の恐削 たちは, 聖なるオ ー
ク の 周りで踊りを繰か)返す｡
そうして い るうちに日没の海の照り返しの中で, 突然 げ イ ダ (Toddida) の音を立 て る流れの下 へ 大波
が烈しい渦巻とな っ て沈み こむo その烈しいうねりは, チ ャ ル マ の司祭の 洞窟 へ 流れて い る ｡ こ の 箇所は
｢ク ブラ ･ カ ー ン+('懲 ubla K ha n 二A Vis o nin a Dr e am” , 1816)26 - 30行 へ 影響を与えたと指摘さ
れる部分であるo 彼らの目標は, ズ ィ ラ (Zir a) の岸辺の宮殿であるo そこでは族長の亡霊が戟い の 唄を歌
い
, 下界の 王国の職人たちはすばらしい槍に鍍金を施し, 若 い邦子の木から償えそうな手頃な枝を取り出し
て弓を作り, 象牙に精巧な細工を施したりして い る ｡ つ まりそこに は,
か弱い 太陽の青白い子供たちが,
金を求めてあらゆ る地方を駆け抜け,
焼け つ く熱帯から凍て つ く寒帯 へ 赴き,
あらゆる悲しみ の 栄枯盛衰の中で生きて い る｡ (55- 58行)
戦士たちが, げ イ ダの轟音を立てる潮の ように ｢神秘の木+ を取り巻くと, 女司祭が立ち上がり聖 なる物
語を唄う｡
甘
そ の物語で はもちろんナ - ヴ ァと モ レ ッ ドが中心で, 風景描写と人物描写の割合が逆転してい る ｡ 二 人を
取り巻く環境に は･ ｢ヘ カ ー とゲイ ラ+ある い は ｢ナ - ヴ ァと モ レ ッ ド+ の前半に比べ る とかなり人工 的要
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素が 入;ブ込ん で い る= 主人公も宮廷の 司祭である ([=だ モ レ ッ ドは羊飼い の娘で伝統的な牧歌の人物と重 な
る部分は多いj〇 ともかく女司祭が宮廷司祭の ナ - ヴ ァ と宮廷に仔鹿を連れて来る羊飼 い の娘 モ レ ッ ド の 悲
恋物語を語る ｡ 例えばl雅紀の詩人ア ン ドル ー ･ マ - ヴ ュ ル (Andr e w M a r v ell, 1621 - 78) の作品｢仔鹿
の死 を嘆く乙女+(T he･Nym ph Co mplainingfo rthe De ath of Her Fa u n,)で は, 暮夜と百合が咲
き乱れる乙女の庭で昔の恋人シ ル ヴイ オの ｢代替物+ である仔鹿と戯れる乙女の ようすが語られる ｡ 仔鹿を
連れた乙女とは , 神話で は狩猟の 処女神デ イ ア ナ に対応す る o モ レ ッ ドは, 芳香を放 つ ｢カ ラ ム ス+
若′caia m usj や香しい 葦の 間を抜けて流れ る ｢トグ ラ川J(Togla) が牧草地 を穏や か に蛇行し, 美 しい
｢ジ ンザ+tZin s a3 に密生林が広がるとこ ろ に咲くい っ そう美しい ト 輪の 花+ で ある o 一 方ナ - ヴ ァ は
｢ラ ー ダル ･ イ ン カ+iRhadal Yn c a) の艦隊の ようであり, ｢チ ャ ル マ+ の神殿の 奥の 院の ようであり ,
やはり女性 - 自然, 男性 - 人工である ことは免れず, それぞれ優れたもの の比瞭で語られるo モ レ ッ ドには
ゲイ ラの妻で あ っ た コ ー ナの面影も認められ, コ ー ナらが奴隷制度に引き裂かれたとすれば, モ レ ッ ドらは,
現瞥こそ牢獄で あり自分たちは囚人である とい う感覚に苛まれ死を選ん だと言えよう . こ の作品の 場合 ,
<庭>から別の <庭> である宮廷 - モ レ ッ ドは移るの だが, ロ ミオとジ ュ リ エ ッ ト のように互い に 一 日惚れ
した二人は, 宮廷をそして生きて い る ことその もの をたしかに牢獄に幽閉され, 奴隷状態にあると感じて い
る¢ つ まり ｢存在その もの が苦痛+ であり, ふ たりの 愛に比 べれば, す べ てが ｢閉じこめ られ て い る+ と感
じて しまうo この閉塞感を打開する ために, 取り敢えずそこを脱出してから考えればい い の だが, 脱出した
とこ ろで別の閉塞状況が待ち構えて い る ことをふ たりほ熟知して い る らしい ｡ 彼らの愛を成就するために,
絶壁からの心中による死という道を選ぶ ｡ 死 こそこ の 性すなわち隠峨として の 奴隷制度からの脱出に他なら
をい ｡ デ イ アナの面影を湛えた乙女は牧歌的な 一 種 の 楽園を離れるとき, 死を迎えねばならない o
さらにもう 一 つ の ア レゴリ ー を この悲恋物語はも っ て い るo つ まり詩人自身の境遇で あるが, 仔鹿を連れ
た乙女/司祭/ 宮廷- 作品を携えた詩人/ 出版関係の後援者/ 当時の出版界と いう関係が成立するとすれ域
仮に パ ト ロ ンが見つ か っ たに しても当時の状況からはすべ て を ｢苦痛+と感じて詩人は死を選ぶより他なか っ
た の で はないかと憶測したくなる｡
結局投身自殺で転落しながらその瞭間にふ たりが発する ｢神よ, わたしたちが愛の ため に生 きられない な
ら･ わたしたちの 命を取り上げてください+ とい う最後の (作品の最後で あり, 二人の最後である) 祈り の
壮絶な叫びは, 古典的｢牧歌+ をすで に超えて い る ｡ (12)
2 : 6 ｢ニ カウの死′ ア フ リカの牧 乱 ("The De ath of Nic o u, An Afric a nEcJogu e/
I) につ い て
テ - ベ ル河の岸辺に , その水は音もなく流れ
ゆ っ くりと蛇行してゲイ グラ山の 山腹 - 至る ｡
そしてその恐ろ しい 山をす っ かり取り巻きながら,
深 々 とした淵 へ と烈しく雪崩込む
ご つ ご つ した岩の上で恐ろ しい捻りをあげながら渦巻き
大地の広漠たる殻の下 にその水流を集める
そこで しばらく, 轟音の混乱の なかにほうり出され,
それは山々 を崩し, 世界を揺るがす｡
やがて空気の翼に乗 っ て運ばれ,
引き裂かれた大地を通 っ て, 海が突如出現す る
激しく樹転して白い大波が, 沸き上がり,
洞窟から噴出し, 大空を駆けあがる
それから上の力に よ っ て滅ぼされ, 征服され
暑い ア ラビアを抜けて速やかに流れる｡ (ト 14行)
また同じ場所で ｢太陽もその熟さに溶ける ころ, /血 に塗れた虎も涼しさをそこ に求める+｡ 作品の 冒頭で
｢崇高+ な自然を丹念に描写するの は, 他 の ｢ア フ リカの牧歌+とよく似て い る ｡
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｢聖戦着たちに尊敬されて い る+ チ - ベ ル の岸辺 に深夜 - 人 の神が現わ れ ｢夕べ の 雷+ にも似た ｢恐 ろ
し い+ 口調で, こ の世の はかなさを告げ消えたc そしてその後, 聖 なるオ ー ク の枝から ｢恐れ, 混乱 怖れ,
菅 削 ゞ生 じた+o ウ イ リ ア ム ･ ブ レイク の 創造した有名なオ ー タ の 象徴も, イギリ ス に深く板を張り繁茂L
た頑固な ｢誤謬+ を示すが, チ ャ タ ト ン の 場合も ｢ニ カ ウ の 死+ の舞台とな っ て い る ア フ リカ の 地は, 実は
イギリス で ありしかもそこは ｢楽園+ どこ ろかその陰画世界の隠瞭で あるだろう｡ これはパ ン ドラ の 箱の 変
奏で あi), 堕落したこ の世の 創世神話の 一 つ である o 実は長々 と冒頭の 部分を引周したの は他でもな い , こ
れ は18世紀チ ャ タ ト ン と同時代の ア フ リ カ の 自然の よう に見えるが, ア レ グザ ン ダ ー ･ キ ヤ ト コ ッ ト
払1ex a nde rCatc ott, 1725- 1779) の 『洪水論』(A Tr e atis e o nthe Deluge. 1761) の 影響が著 しく ,
地球が創造された頃 の自然で もある ｡ ｢青い海から山脱が隆起し/ 海と空とが混ざり合う+ の は どうみ て も
『創世言EA の表現であり, こ こでは キヤ ト コ ッ ト の地質学と 『創政吉EA を和解させようとした論文の 影響を
受けたもの で あるo
(ユ3;I
全124行のうち黄初の ほぼ三分の - は自然の描写, 次 の ほぼ三分の 一 は神話の説明, 最後の ほ ぼ三分の - -
は ニ カ ウが復讐を果たす物語にな っ て い て, それぞれ英雄以前の時代, 英雄の 時代, 人間の時代に相当する｡
タイトルにある ｢聖歌に不滅の+ ニ カ ウは53行目にな っ てようやく登場する｡
59行目からナラ ダ (Na rada) とヴイ コ ン (Vicho n) の神話上 の戦い を措き, こ の 戦い によ っ て洪水神
話を説明する ｡ こ の部分も大半はキヤト コ ッ トの 神話的説明の パ ロ デ ィ に な っ て い るようだo ｢ 黒い 戦士た
ち+ は, ニ カ ウ の部族からの み生まれ, 戦 い をよくし, 名声を得て い たD ニ カ ウはナラ ダという軍神の 子で
あるo ヴイ コ ンは天空を支配する神で, ナラ ダを嫉妬の日で見 つ め, 一 方ナラ ダはヴイ コ ンを軽蔑してい る｡
ヴイ コ ンは, 膚電, 燃える失, 足元 にある星を投げ付け, 空気は異常な熱で燃え盛る ｡ こ のときヴイ コ ン は
｢大嵐が下の 大地で轟くように命じ, /海を持ち上げ, 地上は大洪水とな っ た+ と<大洪水>の原因が神話
として説明される｡ ナラダは聖樹に持ち上 げられて この水難を避け, 水面がますます上昇し, 天空の部屋ま
で入 っ てくると, そこにはヴイ コ ンが座 っ て い た｡ ナラ ダは ヴイ コ ン の かざした雷電に仰天し, 奔流 へ 転落
してしまい , 二度と立ち上がらなか っ た｡ こ の ナラ ダから強い ニ カウが生まれたo
ニ カ ウ の 話その もの は84行目から始まる｡ 彼の盾には雷窪 (thu nde rbolt) が つ い ており, こ の 盾はナラ
ダが ｢白い 戟士たち+と戦 っ て命と引き替えに持ち帰 っ たもの だ っ た｡ 雷電は, 神性の 証であるが, 天 へ の
上昇を示す象徴群とは対極をなし, 高所からの 墜落を表わす｡ つ まりか つ てナラ ダは墜落し, い ま ニ カ ウ は
自ら墜落しようとしてい る｡ 結局｢白い 戦士たち+ の 血で海を染める ことになるが, これはゲイラ の 復讐を
果たしたとい っ て い い だろう｡ しかし勝利を収めても ニ カ ウは浮かない表情をしてい る｡.
気にな っ て い た の は, ネア (Nair) の息子, 若き ロ レ ス ト (Ro r e st) の ことであ っ た｡
彼 の感情は, 夕べ の大気の擾乱のように強く
欲望に飽く ことなく, 猪の ように棒猛で
決意は固く, キ ヤ ニ ー (Ca n nie) の岩礁の ようだ っ た｡ (96- 98行)
人間の性質を説明する の に, す べ て自然の比倫を使 っ ており, しかもそれは厳しい自然ばかりだ｡ 神々 は,
ニ カ ウをなんとか封じ込め孤立させ ようと策を巡らせ てきたが, これまでうまくい かなか っ た｡ ヴイ コ ン の
息子ヴイ キャ ッ ト (Vic at) は山の王 の妹ニ カ (Nic a) に目を着ける｡ ロ レス トが彼女の姿を目撃し烈しい
感情に駆られ, ニ カを親族から奪うが, ニ カ は心労のため ｢朝の 誇り高い 美しい ア ロ エ の ように+痩せ細 っ
て亡くなる｡ 強引な変によ っ て部族同士の戦い を引き起こすことになるのだが, 神話の中で神々 に操られて
戦う人間たちの物語を思い起こさせる｡ ともかく ニ カウは ロ レス トを殺すが, ｢死+が死者の山に笑みを浮
かべ て座して いる o 戦 い が終わりを告げると, 憂い に沈む こ牢りは自刃 し, ｢私と妹の霊 は満足だ+ と言い
残して亡くなる｡
こ の詩は天地創造の自然から英雄物語 へ そして現実の ア フリカ へ と向か っ て い るが, 全体七してはア フ リ
カ の創世神話に重点がある｡ ト マ ス ･ バ ー ネ ッ ト (Tho m a sBu r n et, ?1635- 1715) によれば, 完全な神は
もともと完全な美しさを持つ 牲界を産み 出した｡ その世界は滑らかで , 規則的, 一 様 で, 山もなく悔もなく,
占
最古の人類は完全な無垢と安楽のまま常春を楽しみ完全で全く欠点の な い 地域にすんで い た｡ ノ ア の 時代
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に ｢Å間の邪悪と退廃+ に対して神の怒りの審判を迎 え, 腐周は開かれ, その大い なる深淵に落ち込み , そ
の蘇果, 洪永と大変轟がす べ て の自然を現在の状態に変えて しまい , こ の状曇の まま自然は万物の救済と回
復に至 るまで続くことにをる｡ われわれが現在住んで い る皆界は , 楽園の残骸に過ぎず, 断片で あり , ｢崇
高削 廃虚にい ることに なる o
'14-' こ の地質学上の比瞭は, ｢ア フリ カ の牧歌+ の登場人物たちの 心理状態の
ア レ ゴリ ー であ蔓う, ｢イギリス の牧歌+で はけ っ して見られないもの であ っ たo 妻 コ ー ナと引き裂かれ, 高
山の頂に立 つ ゲイラ, ナ - ヴ ァ と モ レ ッ ドの心中, 愛する妹を奪わ W = ニ カ ウは
, 復讐を果たすや否や自殺
する｡ 被らは骨太い をる深淵に落ち込み , 心理的廃虚にい る はずだo 3 つ の ｢アフ リカ の牧歌+ を振り返 っ
てみ ると, 同時代の奴隷捕獲の場帝をヒ ン トに したと思われる ｢ヘ カ ー とゲイ ラ+ から, 厭世観に起因す る
悲恋物語をア フリカ の神話の … つ にLようと試み た ｢ナ - ヴ ァ と モ レ ッ ド+, そして ア フ リ カ の 創世神話に
重点を置い て措い た ｢ニ カ ウ の 死+ と配列してみ ると, 詩人の関心は, や はり ロ ウリ - 詩がイギリス の 中性
へ 遡 っ て い たように･ ｢ア フ リカの牧歌+ はしだい にア フリ カの起源 へ 遡 っ たとも言えるだろうo とすれ域
中世ブリス トル で展開された詩人の ｢願望時間+ と ｢ア フリ カの牧歌+ で展開された ｢願望空間+ とは実は
同じ精神構造から派生したもの だと考えられ る｡ わずか124行の 詩の中に地球の 創世から当時18散紀まで を
含み込み ･ ニ カ ウと いう黒人の英雄が満足の いく ｢復讐+ を遂げたとき, < ニ カ ウ>というひと つ の ｢ア フ
リカの牧歌+ はこ こで鳳寛を迎 えると共にそ の極限に達し<死>を迎える ｡
2 : 7 ぁわりに
自然描写に つ い て言えば･ ｢イギリス の牧歌+ で は ｢ア フリ カ の牧歌+ の過酷で厳しい ｢崇高 到 自然に
比べ れば, イギリス の起伏の あまりない 素朴な自然が語られて い た｡ しかもその ｢崇高+ な自然を描写する
よりも伝統的な牧歌のテ ー マ である人間の運命､生死の意味に対する問い かけな どが中心で あ っ た ｡ しか も
背景の自然描写と前景の登場人物の比率から言うと, ｢イギリス の牧歌+ は人間中心であり, ｢ア フ リ カ の
牧歌+ は逆に自然が中心にな っ て い たとい えよう｡
さらに ｢イギリス の牧歌+ は喜劇的であるの に対し, ｢ア フ リカの牧歌+ は悲劇的で ある ｡ 例えば ｢牧歌
その - + では, 子を亡くした父と父を亡くした子が補完的に暮らし始め る ことを暗示した喜劇的な終わり方
であり, ｢牧歌その二+ は, 十字軍に遠征して い た父の 無事な帰還で終わ っ て い る し, ｢牧歌そ の 三+ は,
ロ ー ダル牧師の生 きる こと へ の希望を持たせ る教訓で終わ っ て いる o これに対して, ｢へ カ ー とゲイ ラ+ は
二 人とも死あるい はそれに匹敵しうる悲劇的な運命を暗示して いる し, ｢ナ - ヴ ァ と モ レ ッ ド+ は二人 が心
中して しまう悲恋物語であるし, ｢ニ カウ の 死+ で は明らかに主人公は自刃 して しまい
,
い ずれも悲劇的な
結末を迎えて い ると言えよう｡
こ の 中世英語で書かれたロ ウリ - 詩 の なかの ｢イギリス の牧歌+ から現代英語で書かれた｢ア フ リ カの 牧
敬+ へ の移行に は, 二人の人物が関 っ て い たと思われる o ホ レス ･ ウ オ ル ポ - ルとア レグザ ン ダ ー ･ キ ヤ ト
コ ッ トであるo 前者は偽作した古文書を中々返却せず, チ ャ タ トンの催促の手紙で も, そ の どこか出版社を
紹介してもらえるので なければ, 早く返却して欲しい と いう焦りが看て取れる ｡ ウ オ ルポ - ルとの車腰 の な
かで詩人はロ ウリ - 詩 の継続に対して何らかの大きな障害を感じ取 っ たものと思われ るo - 方後者の 『洪水
割 との出会い は, ｢ア フ リカ の牧歌+ の ｢崇高な+自然描写の背景はもち ろ ん, ｢ニ カ ウ の 死+ で はそ こ
で語られ る神話にも大きく作用して い て , ｢イ ギリス の牧歌+ にはない要素を数多く提供したはずである ｡
｢ア フ リカの牧歌+ には･ 愛す るもの へ の執着から生じる菅l乱 それを失 っ て しま っ たことの嘆き, 身に
迫る危険･ 部族の興亡を賭けた血 を血で洗う戦闘の恐怖とい っ たもの の連鎖で あ っ た ことは明らかである .
エ ドモ ン ド ･ バ ー クは ｢崇高につ い て+ の 一 節で ｢苦がその作周におい で快よりも - 層強力であるの と同様
に･ 概して死は苦よりも ー 段と遥か に強力な概念であり+, 苦は｢恐怖の 中の 王者である死神の 使者と考え
られる+1`5)と言うo ゲイ ラはなぜ死を賭して復讐を誓い, ナ - ヴ ァ と モ レ ッ ドは心中し, ニ カウ は死ん で し
まうの か｡ 三 つ の寿が ｢崇高+ と密接に結び付き, ｢イギリス の 牧歌+ の伝競的な<死 > の解釈と は違 っ た
形で<死> を再解釈した結果だという ことがわかる｡
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3 チャ タ トン の <奴隷>/<奴隷> の チ ャタ トン
3 : l はじめに 一 奴隷貿易および奴隷制度に関する文学作品に つ い て
1997年3月1日, イギリ ス にある ヨ ー ロ ッ パ最大の ス ト ー ン ヘ ン ジ は古代ブリトン人が造 っ た の も の で は な
く, フ ラ ン ス西部から来たブル タ - ニ ュ 人が造 っ たもの であると いう説が発表されたという ニ ュ ー ス が撮れ
たG ニ の新説はイギリス の代表的考古学者オ ー プリ - ･ バ ー ル博士の もの で , ス ト ー ン ヘ ン ジは宗教的意味
だけで なく,
{i･l 新秩序, 征服の 象徴で もあ っ たらしい ｡ こ の 説に従えば, 大陸の 民族の征服の 象徴を自国古
来の もの と勘違い して い たことになり, イギリス 人の自尊心を大い に傷つ ける説で はある ｡ こ の ような紀元
前2500年ほ ど前に ヨ ー ロ ッ パ大陸の民族がブリテ ン島に対して行 っ た こ とを, 今度は16陛紀から17世紀にか
けてブリ テ ン島に住む人間が, 新大陸ヤア フリ カ大陸に対して行うことになる｡ 例えばシ ー ザ ー が征服した
ブリテ ン 人はヴ ァ ー ジ ニ ア人と同じく野蛮で はなか っ たかと問いかけ, ロ ー マ の剣がブリテ ンとその近く の
国に文明を教え込ん だ最良の教師だ っ たとい う議論で アイ ル ラ ン ドや新大陸の植民を正当化しようとLた｡
そして植民地主義に伴う奴隷貿易は18世紀に最盛期を迎えるこ とになる｡
当時の ブリス トルは奴隷貿易で栄え ロ ン ド ン に次ぐ大都市であ っ たことは前に述べ たが, もう少しこ こで
詳述しておこう｡
1698年アフ リ カ貿易が王立ア フ リカ会社 (the Royal Afric a Co mpa ny) の 独古を離れる と結
果的にも ぐりの商人を合法化して しま っ たo こう して ブリス トル の 商人たちは三角貿易がやF)やす
くな っ た - ･ 0 1725年に はブリ ス トル の船はおよそ17,000人 の奴隷を搬送し1727年から1769年 の
間に39隻の奴隷船が建造された｡ - ･ ブリ ス トル は1750年まで に ノ リ ッ ジに代わ っ てイギリ ス で
二番目に人口の多い都市に な っ た D(2)
したが っ て詩人が生まれた1752年に はブリス トル は奴隷貿易で繁栄した港町で, 幼少の詩人自身黒人奴隷そ
の もの を 削こすることもあ っ ただろうし, また当時流行 っ て い た コ ー ヒ ー ･ ハ ウ ス へ も出入りして い たよう
で, そうすると奴隷貿易や奴隷制度がおそらく話題にな っ たこともあ っ ただろう｡ ヴオ ルテ ー ルが奴隷の 言
葉で砂糖が どうい う犠牲の もとに生産されてい たか語らせ るが , コ ー ヒ ー そ の ものが どういう風に生産され
てい るか話題になることもあ っ たと思われる｡ 詩人自身には, パ ト ロ ンを捜したものの夢敗れ, ア フ リ カ航
路の船医助手になろうという意志があ っ たようだ｡ そして こ の 航路こそおそらく三角貿易と呼ばれたもの の
イギリス からアフ リカ へ 向かう航路であ っ たろう｡ それはおそらく観光用の航路な どで はなく, ヨ ー ロ ッ パ
の物産をア フ リカ へ , それを黒人奴隷に積み替えアメ リカ へ , さらに綿花, タ バ コ , コ ー ヒ ー , 砂糖などに
積み換えてイ ギリス へ 戻る航路の 一 つ だ っ た の か, 単にイギリス とア フリ カだけを往復してい る航路なの か
明確で ない ｡ しかしおそらく乗船した船がやがて アメリカ - 向かう奴隷貿易船となる こともある程度は衆知
して い ただろう｡ 船雄で ｢黒人の死亡率が10% 以下という ことは珍しか っ た+の だから船医は｢商品+ の維
持管理 に重要な役割を果たして い たはずだ｡ そして その積み込み, 航海途上 アメリカ へ 到着したときの 船
医の役割とはそれぞれ例えば次のようで ある｡
奴隷は, 衣類を脱がされ, 専門の外科医に よる入念な検査を受けた｡ そして胸に ｢焼き ごて+ で
印を つ けられたうえ, 鎖で縛られて船倉 へ 投げ込まれた｡ (3)
船族が始ま ると, 乳がわかない よう に気を付けかナればならない し, ビ タミ ンC不足から起こる壊血痛が恐
れられて い た｡ ナ ントの船主は奴隷船の船長に ｢外科医は, 奴隷が毎朝口を見せ,. 全員がよく口を洗い , レ
モ ン汁や酢でうが いをするように心がけねばならない+ という指示を与えて いる ｡
さて い よ い よ アメ リ カに接岸する前になると, ｢奴隷船は検疫を受けたo 検疫が終わると船長虹 『商品』
の手入れをした｡ つ まり奴隷に, 栄養価の高い 食物や野菜 ･ 果物を与え, 散要し髭を剃り, パ ー ム油を体 に
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塗り, 体の なかで欠陥の 目立 つ 箇所に化粧を施したのである ｡ こ れらの手入 れは , 『白人 の よう に なる ため
の 身仕魁 と呼ばれ, 奴隷船の 外科医がその秘訣を心得て い た+棚 o さらに ｢病気 の奴隷 は, 小 プラ ン タ ー
つ ま妄ブ 『貧しい 白人』 に, 安 い値段で買われた 一 病気を治す ことがで きれば, お買 い 得で あ っ た+ し, ｢ 奴
隷の 値段ほ, - ･ 年齢 ･ 健康状態 ･ 体力 ･ 外見によ っ て決められた+(5) の だから奴隷船上で ｢商品+ の健
褒状態を凍持管理する船医の 役割は非常に重要なもの だ っ たと思われ る｡
こうしたことはすべ て植民地主義が引き起こしたこ とだが, 白人にと っ て植民地こそは最後の ロ マ ン テ ィ
シズ ム だ っ たと いう批評家もい る o 乞63
ところで キリス ト教の 伝放で は, 黒人の奴隷は例えば次の ような エ ピ ソ ー ドで正当化される｡ (
7)
あるとき, ノ アはぶ どう酒を飲んで酔い , 天幕の 中で裸にな っ て い た｡ カ ナ ン の 父ハ ムは, 自分
の父の 裸を見て, 外に い た二 人の兄弟に告げたo セ ムとヤフ
｡
エ トは着物を取 っ て自分たちの肩に掛
け, 後ろ向きに歩い て行き, 父の 裸を覆 っ た｡ 二人は顔を背けたままで, 父 の裸を見なか っ た｡ ノ
アは酔いからさめ ると, 末の 息子が したことを知り, こう言 っ た｡
｢カナン は呪われよ
奴隷の奴隷となり, 兄たちに仕えよo+
また言 っ た｡
｢セ ム の神, 主をたたえよ｡
カナ ンはセ ム の奴隷となれ｡
神がヤ フ ェ トの土地 を広げ (ヤ フ ェ ト)
セム の天幕に住まわせ カナ ン はその奴隷となれ.+(『創世言剖 第9章21-27節)
こ れだけで なく異教の伝統からで もアリス トテ レ ス , さらにトマ ス ･ アキナス , ジ ョ ン ･ ロ ッ ク らが, それ
ぞれ理性, キリ ス ト教神学, 自由の立場から, 社会秩序の維持の ために奴隷制を容認す る姿勢を示して い
る(8) の であるから, 奴隷商人たちが, 正当性を感じ, 全く良心に耳仁じる とこ ろ がな い の も, 無理もな い こ
とかもしれない ｡
フ ラ ン ス に例をとると, モ ン テ ス キ ュ ー (M onte squie u) は, 『法の精神』(De L
'Esprit des Lots,
1748)第15編 ｢私有奴隷制の法律はい かに風土 の性質と関係してい るか+(9) の 第1章冒頭で ｢本来の 意味 にお
ける奴隷制とは, 一 人 の人間が他の人間の生命および財産の絶対的な主人となるほどまで に他の人間を隷属
させるような権利の設定である . それはその本性上よくない o すなわち, そゴ1は主人にと っ て も奴隷に と っ
て も有益で ない+ とした上 で, ｢ルイ十三世は, 彼 の植民地の黒人を奴隷とす る法律につ い て, 心に極度の
痛み を感じた｡ しかし, これが彼らを改宗させ るも っ とも確かな方途であるということを人が彼の心に強く
吹き込んだとき, 彼はそれに同意したの であ っ た+(第4章｢奴隷制に関する権利の偲の起源+) という例を
まず示す｡ 次の 第5章｢黒人奴隷制に つ い て+ では以下のような論理を展開する ｡
もし, 私が, 黒人を奴隷とする ことに つ い てわれわれがも っ て い た権利を擁護しなければならな
い としたら, 私は次の ように述べ ることに なるであろう｡
ヨ ー ロ ッ パ の諸民族はアメ リカの諸民族を絶滅させ て しま っ たので , あれほどの広い土地を開拓
するの に役立たせる ため, ア フ リカ の諸民族を奴隷身分におかなければならなか っ た の である｡
砂糖を産する植物を奴隷に栽培させる の で なか っ たら, 砂糖はあまり に高価なもの となるであろ
う｡
現に問題とな っ て いる連中は, 足 の先から頭まで真黒で ある ｡ そ して彼らは, 同情してや る の も
ほとんど不可能なほどぺ しゃ んこの鼻の持主である ｡
極めて英明なる存在である神が, こんなに も真異な肉体の内に, 魂を, それも善良なる魂を宿ら
せた, と いう考えに同調する ことはできない ｡
人間性の本質を形成するもの は色であるという考え方は非常に自然であり, このゆえに, 昏官を
作り出して い るアジアの諸民族は, 黒人とわれわれとの間にあるより顕著な類似点を, 常に除去し
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てしまうほどで あるc
人は皮膚の色を髪の色から判断しうるo 位界で最良の哲学者たる エ ジプト人の もとにお い て , 安
の色は非常に重大な意味を持 っ て い たの で あ っ て, 彼らは, 彼らの手中におちた赤毛の人間をすべ
て死刑に処したo
黒人が常識を持 っ て い か ､ こ と の証明は, 文明化された諸国民の もとであんなに大きな重要性を
も っ て い る金よをブも, ガ ラ ス 製の 首飾りを珍重す るとこ ろに示されてい る｡
われわれがこ うした連中を人間で ある と想定す るようなことをすれば, 人はだんだんわれわれ自
身もキリス ト教徒では な い と思うようにな っ てくるであろうから0
気 の小さい 連中は , ア フ リ カ人たちに対してなされて い る不正をあまりに誇張してい る｡ と い う
の は, もしこ の不正が彼らの言 っ て い る ほ どの もの で あるとしたら, お互い の 間で あれほ ど多く の
無益な協定を作 っ て い る ヨ - ロ ツ パ諸君侯の頭の 中に, 慈悲と同情の ために, これに つ い て - 痕的
協定を作るという考えが浮かんだはずで はなかろうか｡
と黒人奴隷制その ものは批判して い るが, 黒人から搾取する こ とはむしろ奨励して いる｡
ア フ リカ沿岸の人民の大部分は未開または野蛮で ある｡ これはほ とん ど人の 住めない 地帯が 人の
住んで い る小さ い諸地域を別々 に隔てて い る ことに大い に原因があると私は思う｡ 彼らには産業が
なく, 技芸もない ｡ 彼らは自然の懐から直接手に入れる貴金属をふ んだん に持 っ て い る｡ それゆえ,
文明化されたすべ て の 人民は彼らと有利な取り引きをすることができる｡ 文明化された人民は彼ら
に無価値なもの を高く評価させて , そこから非常に大きな代価を受ける こ とがで き る｡ ( 第21編第
2章｢ア フ リカ の 人民に つ い て+)
またヴオ ル テ ー ル (Voltair e) の 『カ ン デ イ - ド』(1759) 第19章で は, カ ン デ イ - ドが町 - 近付くと,
｢青い パ ン ツ しか身に着けておらず, 左足 と右手がない黒人が地 べ たに横にな っ て い る の を見つ け, そ の黒
人奴隷に尋ねると 『はい , これがしきたりなんです｡ - ･ 精糖所で働い て い たとき, 臼に指を挟まれ, 辛
を失い ました｡ それから逃げようとしたの で, 足を斬られました｡ 私たちが こんな犠牲を払 っ て い る御蔭で
あなた方 ヨ ー ロ ッ パ 人は, 砂糖を食べ られるのです』+(
'10)と言う｡
自然と自我を礼賛したル ソ ー の弟子である ジャ ッ ク - ア ン リ ･ ベ ル ナル ダ ン ･ ド ･ サ ン エ ビ エ ー ル
(Ja cqu e s- Hen ri Be r n a rdin de SainトPie r r e) の小説『ポ ー ル とヴイ ル ジ ニ ー』(Pa ul et Virginie,
′
1788)(ll) は 『自然の研究』(Etudesdela Natu r e. 4 v ols‥ 1784-1788) の最終巻にル ソ ー の 思想を例証す
る挿話として収められた｡ 絶海の 孤島ともいうべ き熱帯植民地フ ラ ン ス 島 (イ ン ド洋上にある現在の モ ー リ
シ ャ ス島) の美しい景色の中で, 亡命して来た裕福なフ ラ ン ス 人家庭の ヴイル ジ ニ ー は パリに連れて い かれ
都会の 白人青年との 政略結婚の 道具に使われそうに なる . 愛するポ ー ル の い る モ ー リ シ ャ ス 島 へ 帰り つ こう
とす るとき, ヴイ ルジ ニ ー の船は大嵐に遭遇し難破し, 彼女はポ ー ル の 目の前で溺死する ｡ ナポ レオン さえ
涙したという この物語は生まれ つ き悪を知らない無垢な二人の青年男女の 間に芽生える恋を措い て, 大成功
を収めたようだ｡
次にイ ギリス の文人たちの措い た<奴隷> に つ い て概観しておきたい 0 (12) まず時代が隔たる が 『ヴ ェ ニ
ス の商人』(The M e r cha nt ofVe nice)4幕1場で ｢慈悲+ を求める公蕗に対して シ ャイ ロ ッ クは,
あなたがたは大勢の奴隷を買い取 っ ておい でた,
そして牛馬同様, 卑しい仕事にこき使 っ て い ら っ し ゃ る
それというの も, 金を出して お買い にな っ たからだ｡
ところで もし私がこう申し上げたらい かがで しょう,
奴等を自由にし, 跡取り娘の お婿さん になさ っ て は?
汗水流しての 重労働は可哀想じゃ ありませ んか?
ベ ッ ドはあなたがたのと同じ柔らかなものにし, 食事も
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同じご助走を食べ させ ては? きっ とあなたがたは,
｢奴隷はおれの もの だ+ とお答えに なるで しょう
と い う理由で , ｢要求する1 ポン ドの肉は/ 高い 金で買 っ た私の もの+, だからそれをい ただくだけだと法
廷で主張す るc,
キ プ ロ ス島に迫り来るトル コ艦隊を難無く撃退する将軍オセ ロ ー (Othello) ち, もとは奴隷の 身で あ っ
た 燭 i幕3場)｡
清教徒革命を経験した後の 主要な作品はやはり アフ ラ ･ ペ イ ン (Aphr a Bebn) の 『オル ノ ー コ ー や ん
ごとなき身の奴隷』(Om o oko, o rthe RoyalSla u e, 1688) で , こ こ で もと はア フ リ カ の 王子, 奴隷の
身としては古代ロ ー マ の英雄と同じ名前シ ー ザ ー と呼ばれるオル ノ ー コ は, や はり ｢気高い 未開人+ で あり
｢堕落以前の ア ダム+ で ある ｡
オ ロ ー ダ ー ･ エ ク ウ イ ア - ノ (01a udah Equia n o) は, 18世紀の奴隷制廃止の も っ とも強力な推進者 の
ひとりで あ っ た｡ 1757年にイギリス へ 売られ, 40ポ ン ドで自由を買い , 1766年に は自由の 身とな っ た｡ 彼の
自伝的小説があり, u3)そ の なかで ト マ ス ･ デイ (Tho m a sDay) とジ ョ ン ･ ビ ク ノ ー ル (John Bicknall)
による ｢瀕死の黒人+(
′
T he Dying Neg
･
r o
' '
,
1773) を引周して い る ｡ こ の詩は召使仲間の白人女性と結婚
しようとして主人の元から逃亡 し, 洗礼を受けたもの の , テ ム ズ川の船上 で頭を撃 っ て 自殺したという事件
に基づ い て書かれた短い詩である ot14)
ウ イリア ム ･ ク ー パ ー (W illia m Co wpe r) は ｢黒人の 嘆き+(刊egr o
'
s Co mplaint
”
,
1788) が有名だ
が, 他にも｢哀れなア フ リカ人 へ の 同情+, ｢朝の夢+, ｢砂糖菓子には酸 っ ぱ い ソ ー ス が入 っ て い る+ な ど
の黒人奴隷をテ ー マ にした詩を書い て い るo
(15)
3 : 2 チ ャタ トンの<奴隷> - ｢ヘ カ ー とゲイラ ー ア フ リカの牧歌+ を中心に
さてチャ タト ン の ｢ヘ カ ー とゲイ ラ+ に つ い て はすで に牧歌の視点から述べ たが, こ こ で は奴隷貿易と関
連して こ の詩を読んで みるo 繰り返 しに なるが, こ の 二 人はもはや伝統的な羊飼い で は なく , ア フ リ カ の 黒
人の戟士である｡
自然の ままの ケイダラ河には大波がうねり,
反響する洞穴を通 っ て その轟音をたてなが ら
はるか遠くに恐ろしく見える鋭い宕々が
広がる緑野に白い奔淀 を走らせ - ･
前脚で地面を掻い て怒 っ た虎が大呼L し
原野の黒い 弓人たちに戦い を誘う - ･ (1 - 6行)
という冒頭の ｢崇高な+ 自然描写につ い てチャ 夕トン の創作意図を窺うことはできないが, ベ ルナル ダン ･
ド ･ サ ン エ ビエ ー ルが 『ポ ー ルとヴイ ルジ ニ ー 』 を書い たときの言葉から類推する ことはで きる｡
私はこの小著を著わすにあた っ て大それた計画を立て たo 私はそこに ヨ ー ロ ッ パ のそれとは異な っ
た土地や植物を措こうと務めた｡ 我がヨ ー ロ ッ パ の詩人たちはもう これまで嫌々するほど彼らの 恋
人たちを小川の緑や, 牧場の中や, ブナの葉陰に憩わせた｡ 私は彼らを海辺や, 岩の根や, 柚子や
バ ナナや花盛りの樺様の木陰に座らせて見ようと思 っ た. ヨ ー ロ ッ パ以外の土地で , 少なくともヨ ー
ロ ッ パ のそれに劣らない興味ある恋の場面を見出すことが出来ない の は, ただそこ にテオクリトス
やウ ェ ルギリウス の ような詩人が欠けて い るからで ある｡ - ･ それら の 島々 の 住民たちの風習
や, とりわけその地 へ 渡る ヨ ー ロ ッ パ人たちの風習はしばしばそこの 風景を害 っ て い る o 私は熱帯
地方の自然の美しさと, そ こに生活するある小さい 社会の心の美しさを結びあわせてみたい と思 っ
たo (｢はしがき+ 『ポ ー ルとヴイ ル ジニ ー 』)
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チ ャタ トン の三 つ の ｢ア フ リカ の牧歌+ が新たを ｢テオクリトス やウ ェ ルギリ ウ ス+ を産む賓横となるなら,
披こ そ新 しい ロ マ ン派にふ きわし い ｢牧敦+ を提供したと い えるだろう｡
こうして 二人を取り巻く環境は, 二人が戦 い生き残 っ て来た戦闘状況にふ さわL く, こ の 戦士 たちは息
をきらし, 燃えるような日の光の ｢苦痛+, もちろん こ れは肉体的のみ ならず後に述べ るように精神的な苦
痛で もあるが, それに苛まれながら, しかも ｢血相の付い た槍+ や祈れた弓があたりに散乱し, 彼らは烈し
い戦闘を終えた直後, 砂浜に身を投げ出して い る ようだ｡ 二人 の交わす会話に しても, 砂浜で止むを得ず打
ち切られて しま っ た白人 へ の ｢ 復讐+ がその 中心となる話題である ｡
黒人が奴隷となることを当然の前提とする キリス ト教の そして ギリ シア ･ ロ ー マ 神話の伝綻に対する異議
申立てで あるかの ように, ｢恐怖+が白人を ｢病的な銀色+ に染め て い ると へ カ ー は認識す るo 二 人は自分
たちの復讐こそ正当で あり , そ の とき ｢罪人+ は ｢恐れる+ と言う｡ つ まり白人の方が ｢罪+ を犯し, それ
に自ら脅えて い る色こそ白い 肌の色であり, 彼らは黒人 の怒りに脅え逃げ出L たようだo 白人の惣掛も こ
の 黒人の 正当と思われる復讐心から発する怒りによるもの で もあり, 詩人は ｢ア フリカ の 牧歌+ で は全く黒
人側の視点に立 っ て い る｡
しかしい っ た い具体的に何に対して の復讐なのか｡ こ の詩は, い わば 『ハ ム レ ッ ト』5幕2場で フ ォ ー テ ィ
ン ブ ラ ス が ｢こ の屍の 山は無残な殺教を物語 っ て いる+ と述べ る最後の場面から始ま っ て いるように思えるo
つ まり復讐を取り敢えず果たした後の状況から始ま? て い る ことに なる｡ こ の復讐とは妻子を奴隷商人に奪
われたこ とに対する復讐で ある ことが次第に明らかにな っ てくる ｡
ゲイラ は, ｢昔の こ とを思い 出させ ない でくれ+ と頼み , 阿 哀想に血塗ゴ1にな っ た子供たち の こ とを言
わない でくれ+ と請い ながら, 奴隷商人に連れ去られたと思 われ る妻 コ ー ナ の こ とは, 鮮明に 自ら回想す
る｡ ｢黒い魅力+ を纏 っ た彼女はオル ノ ー コ の 恋人イモイ ンダ (Im oinda) の ようでもあり, ジ ョ ン ･ ス ミ
ス (Captain John Smith) の恋人ポカ ホン ダ ス (Po c abo nta s) の ようでもある ｡
コ ー ナはア フ リ カの焼け つ く谷の誇り,
疾風の ひん やりした捻りの ようにしなやかで
花咲く茂みを抜けてその栄光を引きずる
極彩色の大蛇の ように厳かで,
荒れた砂地を抜けて ジャ ギヤ の岸辺で泡立 つ
イ - ス カ ル河が捻りをあげる光沢ある岩肌の ように黒い (51- 56行)
抑圧 して い た ｢美+ の記憶が 剛帝してきたの だが, ゲイラ は コ ー ナの美しい部分のみ何想し, おそ らく醜い
部分は抑圧したままだ｡ コ ー ナの<美> は, ア フ リカの ｢崇高+ な自然の美しさであり, さらに ｢ヘ カ ー と
ゲイ ラ+ という作品の美しさを強化して い る｡
コ ー ナを失 っ て しま っ た餐緯はこうだ｡ ｢膨れ上が る嵐+ の近づく夜に, コ ー ナの胸で安らい で い たとき,
森からさまよい 出た ｢恐ろし い 捻りを上 げ, 日は燃え上がる炎の ような+ 虎に身の 危険を感じ, ゲイ ラ は
｢決して外した ことのない央+ を放つ ｡ たしかに手答えはあ っ たものの, 心臓は外して しまい , 獲物は彼方
の荒野 へ 退散する｡ ゲイ ラは猛烈に追跡し, 結局のたう っ て死んだ獲物を捉え, その皮を剥い で , ｢こ の 上
に愛しい わが コ ー ナを横たえよう+と叫ぶ ｡ こうして コ ー ナ に会い たい - 心で 一 目散に駆け戻 っ てみ ると,
妾の姿がどこにも見当たらない ｡
｢藍い 海からきた白い影たちが/わが コ ー ナと子供たちを奴隷とした+と少なくともゲイラ は即断する｡
社会生活から引き裂かれるその恐ろしい犠牲者を見よ,
泣き叫ぶ赤ん坊, 苦しみ悩む妻,
彼女, 惨めに見捨て られた者よ!敵意ある者の手によ っ て引きずられ,
遠く離れた土地の遠く離れた暴君に売り飛ばされる!(16)
白人は ｢白い 彼の子供たち+ でもあり, 図式的な二項村立を使えば, 黒人/ 白人 - 実体/ 影- 大人/ 子俵-
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大陸/ 海で ある o しかし コ ー ナが不在である こ とと奴隷商人が彼女や子供たちを連行して い っ た可能性とは
必ずしも直ちに結び付く事象で は 如 ､o に もかかわらず ゲイ ラは , 妻が白人に連れ去られたと推定し, 奪回
す るため に白人たちを追跡し戦闘状態に入る ｡ こ の 一 種 の短絡的な行動はもちろん詩人自身の 意識から生 じ
たもの にちが い ない o
と こ ろ で奴隷商人もま っ たく白人の過剰な干渉としか言い様の ない 意識をも っ て い る｡ 彼らの正当化とは,
｢奴隷制度はす でに ア フ リ カに存在し, 奴隷は , 黒人自身やア ラブ商人に よ っ て売られて いる ｡ それなら拭
ヨ ー ロ ッ パ人に買われるほうが得で あるo ヨ ー ロ ッ パ 人の御蔭で , 文明に接する機会が与えられ, ア フ リ カ
内部で額発して い る戦争にもはや 巻き込まれなくてすむ｡ とくに, キリス ト教に改宗することがで きる し,
その なかで も っ とも賢い 者は, 自ら解放されるであろう!+
nT)と言う｡ そ の上, 奴隷売買は ｢王や政敵 教
会の支持を得て い た+ の だから当時として は こ の 制度を問題視する方が異常であるとみ なされる ほ どにイ デ
オ ロ ギ ー 化されて い ただろう ｡ そういう当時の社会の 中でデイヤク - パ ー の ように奴隷制を直接取り扱う こ
となく, 妻子の不在､ こ の場合とく に黒い実の 不在に よ っ て , 奴隷貿易を現前させ, い っ そう際立 た せ る描
写はチ ャ タトン の優れた部分と言 っ て い い だろう｡ つ まり本当に措きたい部分を空白/ 周縁化する ことで逆
に読者に は中JL､化される効果を果たして い る ｡ しかもそれ は従来の植民地主義で いう白人と<他者>との 遭
遇から形成される関係, つ まり植民者, 移民 亡命者, 学者の四者お よびその中間項から構成される ダイ ヤ
グ ラム では捉えられない独自の視点から語られて い る ｡
ともかくゲイラは妻子は奴隷とな っ たと判断すると居て も立 っ て も い られず, ｢神々 は私に鬼人 の 力を授
けてくれ+,
私は, 暁に照らされた山 へ 登り
そこで風を満帆に受けた船団を見たとき
私の心の 中に恐怖と狂気が涌き上が っ た｡
そこに コ ー ナは取る に足らぬ もの たちと 一 緒に
いやしい 奴隷の身とな っ て忌まわしい鎖を引き摺 っ て い る ｡ (82 - 86行)
奴隷貿易では黒人自身も加担して い た部分もある ｡ 例えばあるところで は ｢ヤヴオ ガ ン+ と呼ばれる白人 と
の 商取引を専門とする大臣と交渉に入る｡ 奴隷の数, 値段に つ い て議論し, 奴隷市場が開設される と, ｢ア
フリカ の首長たちは, 値段を つ り上 げる ために, ヨ ー ロ ッ パ人のあい だの競争意識を巧み に利用した+(18).
また奴隷狩りに つ い て は｢村民の抵抗にあうこともあ っ たが, 包囲, 放火, 殺人などを思い のまま にで きた
の で, 多くの捕虜を獲得する ことができた+(19)とも言う｡
繰り.返すが, 白人の船団に コ ー ナが乗船して い る直接証拠は, ｢ヘ カ ー とゲイラ+ の なか には何も語られ
て い ない ｡ 人間どころか獣である接近して来た虎ではない別の虎に捉えられて しま っ た の かもしれない し,
もしかすると コ ー ナは何等かの理由で ゲイ ラの もとを自らの意志で去 っ て行 っ たのかもしれない ｡ しかし不
在の根拠を<内> に求めず, ゲイ ラは ｢直感的に+ <外>に, <彼方>ある い は<他者> に投影して しま っ
たo ｢この血 に染ま っ て きた槍は復讐して もしたりない+, ｢百合の ような顔だちをしたもの たちを血祭りに
あげてや ろう+ と誓いを新たにするゲイラは, 白人たちを少なからず取り逃が したはずであり, コ ー ナ奪回
に失敗してい る｡ しかしにも拘らず, 彼はやはり毅然と吃立した<英雄>であり, 山上 に立 つ 彼の姿は人間
の ｢崇高+を示す瞬間で ある｡ こうして妻を美しい ものとして措き, ゲイ ラ自身も孤高の 精神を備えた ｢崇
高+ な人間として措かれたの で は, いくら奴隷貿易批判を意図して い たとして も二重に重な っ た<実の イ チ
オロ ギ ー > に吸収されて, その鋭利な矛先も鈍 っ て しまう ことは疑い ない ｡ (
2O)文学作品というひと つ の <美
->の範時に入ると, その内容の批判の矛先が目的した意図通りの成果を挙げるかというと意に反して弱めら
れる場合もあり, 必ずしも作者の意図したとおりにはならない o ア フ ラ ･ ペ イ ンからク ー パ ー , ハ ナ ･ モ ア,
サウジ 一 に至るまで, す べ て奴隷制度を効果的に批判して い るだろうか ｡
しかしピ ー タ ー ･ ヒ ュJ- ム (Pete r Hulm e) が 『植民地で の遭遇』 (Colo nial En c o u nte rs :Eu r ope
a nd the Native Caribbe an, 14S2-1797. Lo ndo n a nd Ne w York: Ro utledge, 1986, p p. 94-101. 邦
題 『征服の修辞学』) で述べ る よう に `bu ric a n e'' が悲劇的結末を予感させ, ` `te mpe st
” が, 喜劇的な結
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末を予感させる言葉だとすれば, 作品の最後で ｢復讐+ の誓い を新たにしたゲイラの様子を考慮してみると,
取り敢えずゲイラの ｢復讐+が成功する可能性はわずかであるに しても認められる o こ れは 一 つ には虎退治
の物語が ｢劇中劇+ の よう に権能して い る の で , こ こ で白人を取り逃が して も, 結局｢虎+ を仕留め たよう
に, 白人も仕留められる ので は ない かと物語の中の物語か ら外挿し, 物語全体 へ 転移させて しまう よう な読
み方をして しまうからだo L かしゲイラ本来の ｢欲望+で ある コ ー ナ奪回に つ い て い えば, コ ー ナが自ら白
人の手を逃れア フリカ の大地 へ 帰還す る可能性など無い に等しい し, 逆にゲイ ラがアメリ カ大陸 (あるい は
ヨ ー ロ ッ パ大陸) まで乗り込んで, コ ー ナを連れ戻すこともまずで きない ｡ 彼にで きる の は, ア フ リ カに到
着する白人たちにゲリ ラ的に ｢復讐+ する ことで しかない ｡ つ まり, 彼 の本当の ｢欲望+ は つ い に満たされ
る ことなく, おそらく彼が死に至 るまで ｢復讐+ を繰り返さねばならない こ とは明らかだQ
さて奴隷貿易の描写を含む作品がもう 一 つ ｢ア フリカの牧歌+ の なかにある｡ ｢ナ - ヴ ァ と モ レ ッ ド ー ア
フリカ の 牧歌+(
`N a r v a a nd Mo p ed. An African Eclogu e.
ガ) に つ い て も前述したが, 奴隷貿易に関
する箇所とこの 詩全体との 関係を確認しておきたい ｡
チ ャ ル マ (C balm a) とは神で ありその騒々 しい雷電が飛び交う
深夜の 空の 闇の敵い を抜けて
その腕は整然とした軍隊を指揮し
岸辺 であくせく働い て い る船団を沈める｡
チ ャ ル マ のすばらしさは, 遥か彼方から知られ
ル パ (Lupa) の ご つ ご つ した丘からカラ バ ー ル (Calaba r)(
21) に至るまで ｡
ア フ リ カとその 島の 守護神である(ll- 17行)
もちろ ん空を駆け巡る神の 雷電とはギリシア ･ ロ ー マ 神話の ゼ ウ ス/ジ ュ ピタ ー の雷電を連想させ, そ の ア
フリカ版である とい っ て い い だろう｡ そ の神自らの脆で軍隊を指揮し, ｢岸辺で - ･ 船団を沈め る+｡ こ
れは例えばア ン ドル ー ･ マ - ヴ ュ ル が ｢バ ミ ュ ー ダ諸島+ (`℃e r m uda s' ') で, 神の手によ っ て 海獣がその
岸辺で葬られる様子を描写するが, その ことは｢ダニ エ ル審+第7章 (および ｢イザヤ書+ 第26章20-21節,
第27章1節)七預言された海獣レヴイ アタ ンが葬り去られた後の第五王国の出現と並行して い る ｡ つ まりそ
れはバ ミ ュ ー ダ諸島が ｢楽園+ となるために必要な条件の 一 つ であるo ｢ナ - ヴ ァ とモ レ ッ ド+の 場食 マ -
ヴ ュ ル の黙示録的視点が, その まま黒人側の 視点に置き換わり, 岸辺で沈められる船団とはもちろ ん白人 の
奴隷貿易の ための船団に他ならず , こ の人工的な白人の植民地主義的権力の象徴は, 黒人にと っ て ｢海獣+
と看倣され るべ きもので ある｡ とすれば白人の ｢船団+ がア フリカ の岸辺で沈められる ことは, こ の ア フ リ
カ の土地が黒人の ｢楽園+ となるため に どうして も必要な予表的事象で あ っ たのだ｡ ｢戦い の恐怖+ たち は,
聖なるオ ー ク の周りで踊りを繰り返す｡ 彼らの目標は, ズ イ ラ (Zir a) の岸辺の宮殿である｡ そ こで は族長
の亡霊が戦い の唄を歌い , 下界の 王国の職人たちはすばらしい槍に鍍金を施し, 若い郁子の木から使えそう
な手頃な枝を取り出して弓を作り, 象牙に精巧な細工を施したりして い る ｡ つ まりそこに は,
か弱い太陽の青白い子供たちが,
金を求めてあらゆる地方を駆け抜け,
焼け つ く熱帯から凍て つく寒帯 - 赴き,
あらゆる悲しみの栄枯盛衰の中で生きてい る｡(55- 58行)
これは金を求めて束奔西走する物質文明に犯された白人たちの植民地主義に対する批判だ｡ 緯度の高い地方
に住む白人たちは, ｢か弱い太陽+ の光しか浴びられず, ｢青白い+色をして い る ｡ それ に対して身を焦が
すほ どの さんさん と降り注ぐ太陽の熟光線に恵まれた土地の人々 が黒人なのだ｡ 黒人たちと太陽の 関係, そ
の肌の色との関係も明らかに白人とは村照的である｡ 例えば 『ヴ ェ ニ ス の商人』 第2幕1場で ベ ル モ ン トの
ポ ー シ ヤ のもとを訪れたモ ロ ッ コ 大公は次の ように述べ て い る｡
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こ の 額色で私をおきらい にならな い で い ただきたい ,
これは燃える太陽が, そ の 隣人として生まれ育 っ た
私に下 し賜れた黒い お仕着せなの だから0
日 の神フ ィ ー バ ス の炎さえ氷柱も溶かし得ぬ という
北国生まれの どんな色白の男でもお連れに なるがい い
● ● ●
たしかに この顔には いかなる勇者も恐れをなしたもの だ,
だが同時に, 私の愛にかけて断言す るが, 我が国で
も っ とも美しさを称えられて い る娘たちも, こ の顔を
愛してくれて い る ｡ こ の顔色を変えたい とは思わぬ ｡
ヘ カ - , ゲイラ, コ - ナ, ナ - ヴ ァ そして モ レ ッ ドの 黒い 肌に対す る自信は, こ の モ ロ ッ コ大公の もの と同
じで あろうo こうして ｢ナ - ヴ ァ と モ レ ッ ド+ で も黒人/ 白人 - 高/ 低- 精神的/ 物質的 - 悲哀/幸福な ど
の 二項対立が考えられるo 白人を低位に置き, これまで周縁に放置され虐げられて きた者たちの概念で従来
の二項対立 を全く覆そうという視点は, 明らかに ロ マ ン主義的と言 っ て い い だろう｡ (22)
3 : 3 ぁわりに - <奴隷> のチャ タ トン
｢ナ ⊥ ヴァ と モ レ ッ ド+ の 後半で は, 戟士たちが, トデ イ ダの轟音を立て る潮の ように ｢神秘の 木+ を取
り巻くと, 女司祭が立ち上がり聖なる物語を唄う｡ こ こで はもちろん ナ - ヴ ァ と モ レ ッ ドが物語の中心で あ
るが, 二人を取り巻く環境は, ｢ヘ カ ー とゲイ ラ+ に比 べ る とかなり人工的な要素が入り込んで い る ｡ 主人
公も宮廷の司祭で ある (ただモ レ ッ ドは羊飼い の娘で伝就的な牧歌の 人物と重なる部分は多い)｡ ともかく
女司祭が宮廷司祭の ナ - ヴ ァと宮廷に仔鹿を連れて来る羊飼い の娘モ レ ッ ド の悲恋物語を語る｡ モ レ ッ ドに
はゲイ ラの奏であ っ たコ ー ナ の面影も認められ, ゲイ ラと コ ー ナは奴隷制度に引き裂かれたけれ ども, ナ -
ヴ ァ とモ レ ッ ドは直接それに関係して い ない ｡ しかし二人はある閉塞感によ っ て窒息死しそうであり, こ の
意味で ハ ムレ ッ ト的である ｡ (23)
H : デ ン マ - ク は牢獄だo
R : それでは全世界が牢獄という ことに ｡
H : そうとも, り っ ばな牢獄だ｡ その なかには独房もある, 留置場もある, 地下牢もある ｡ だが その 最
悪の 一 つ がデ ン マ ー ク だ｡
R : そうは考えられませ んが｡
H : とすればきみ たちにと っ て はそうでない というわけだ｡ い い も悪い も本人の考え次第｡ おれ にと っ
ては牢獄だ. (第2幕2場｡ H :Hamlet, R : Ro s en cr a ntz)
ハ ム レ ッ トにと っ て デ ン マ ー クが ｢牢獄+であ っ たように, い ま の ナ - ヴ ァ にと っ て は, い ま ここで の現世
こそ ｢牢獄+ であり, 自分たちはむ しろ囚人で あり奴隷であるという感覚に苛まれ死を選ぼうとして い る と
言えようo この作品の場合, <庭> から別の <庭>である宮廷 - モ レ ッ ドは移るのだカミ ロミオとジュ リ エ ッ
トの ように互い に 一 目惚れした二人を疎外して い るの は, 互 い を敵視して い る両家で はなく, 宮廷, 現世そ
して生きて いる ことその もの がたしか に牢獄であり, 自分たちはそ こに収容され た奴隷である と感じて い
る｡ ｢存在その もの が苦痛+ であり, ふ たりの愛は自由であるの に, それを含め て すべ てが ｢閉じ こめられ
て い る+ と感じて しまう｡ この閉塞感を打開するために, 取り敢えずそ こを脱出してから考えればい い の だ
が, 脱出したところで別の 閉塞状況が待ち構えて いる ことをふ たりは熟知して い るらしい ｡ 彼らの 愛を成就
する ために, 絶壁からの心中による死という道を選ぶ ｡ 死こそこの世すなわち隠愉として の奴隷制からの脱
出に他ならない ｡ デイアナの面影を湛えた乙女も牧歌的な 一 種の楽園を離れるとき, 死を迎えねばならな
い
o 二人にと っ て, 束縛を逃れ無垢の愛を成就する には, どうして も ｢死ぬ+ しかない ｡ 死はたしか に自由
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へ の 入口 であり , 肉体に閉じこめられた魂の 解放である ｡ そう い えば マ - ヴ ュ ル の ｢ 肉体と魂の 対話J(
'
”
A
Dialogu eBetw e e nthe So ul a nd Body
”
) で も, 魂は肉体とい う ｢牢殊+(
”
du nge orl
D
jに ｢足軸を
掛ナられ+il
afette r ed - in fe et”j, ｢ 手械を掛けられ+(
”
m a n a cledin ha nds”)て ｢虜に な っ て い る+
(”e n sla v edDj と感じて い た｡
結局投身自殺で転落しながらその 瞬間にふ たりが発する ｢神よ, わたしたちが愛の ため に生きられな い な
ら, わたしたちの 命を取i)上げてください+ とい う最後の E作品の最後で あり, 二 人 の最後で ある) 祈i)の
壮絶な叫びは, 愛 の 成就を願う叫びであi), 肉体からの 解放を望む魂の 叫びであi), 同時に黒ノしから白人 へ
向けて解放を切 に願う彼らの魂の叫びでもあろう c
l･コj-
チ ャ タ ト ン はた しかに感性と崇高の 詩人で ある ｡ そしてその ｢崇高+ さは, ジ ョ ン ソ ン博士がその 『英語
辞典』 の なかの形容詞の
`
s ublim e' の 項目の 第5番で , Tia ughty;pr o ud
'
の意味だと指摘するよう に, 敬
侵さにも通 じる ｡ チ ャ 夕 ト ンは, 170年2月から3月頃書かれたと思 われるウ イ リア ム ･ パ レ ッ ト宛の 手枕
で, ｢僕を狂気に沈め るの は, 僕の プライ ド, 僕の忌まわしい , 生来の , どう にもし難い プライ ドなの です ｡
僕と い う人間は, 20の うち19まで がプライ ドでで きて い るニとを御承知おき下さい 0 - こ れこれしかじかと
自由に宣言で きる自分の 意見も意志もない奴隷か召し使い として生 きて いくかある い は死ぬ しかありませ
ん o - ･ そ んな こ とを思うと気が狂 い そうですo 謙る こ とを学ぶ 努力もする つ もりで す, が こ こ にあ る
はずもありませ ん+
I:25' と言うとき, ｢奴隷か - ･ 死 で す+ とい う ｢厄介な二 者択 一+("Pe rple xing
Alte r n ativ e汐) しか考えられなか っ たo
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4 ｢水蛭採 り+ (
"
the Le e ch-gathe r e r
”
) とは誰 か ? - ワ ー ズ ワス とチ ャ タ トン
4 :1 はじめに
ワ - ズ ワ ス の ｢決意と独立+ 偲 e s olutio n a nd lndepe nde n c e
'') に, チ ャ タト ン は ｢不思議の 少年+
(
"
the m a rv ello u sBoy
”
) として登場する o (1) こ の 作品は全体と して , 例えば ｢ワ - ズ ワ ス とタ ー ナ
ー +
2`' と いう論文の題名が象徴して い る ように, 水蛭採りの老人が風景と同化してい たり, 彼の言葉の 一 言
一 句に対す る野性的な解釈からで はなく, 彼 の態度物腰などから教訓を得たり, 暖昧で漠然とした要素が多
く見受けられるo (
3､} これに対して ｢チ ャ タトン+ という固有名詞だけが, 全体として は暖味なこの 詩の 中で
具体的で鮮明すぎるように思える ｡ なぜならもう 一 人言及されたバ ー ン ズは固有名詞で は語られず, 彼も暖
味な風景に埋没して い るかのように代名詞 (
`TIim ' ') で しか語られて い な い からだ｡
彼 (ワ - ズ ワ ス) は兄弟詩人ともいうべ き コ - ルリ ッ ジの破滅と無気力に つ い て匝想し, 運命的
な感性の詩人たち つ まりチ ャ タ トンからバ ー ン ズに至る, 若 い頃は喜びの内に始ま っ たが, 次第に
落胆し全くの疎外感に陥 っ て しま っ f=U今遊詩人の 系譜を自分の 内面に見て い る｡ (
4)
ワ - ズ ワ ス が狂気の 詩人の系譜を宿命と感じて い る の はもちろん だが, しか し同時に｢決意と独立+ はそれ
を断ち切ろうとしてい る詩で ある とも思える｡ ｢決意する+(`r es olv e') には, ｢ 断ち切る+, ｢分離する+,
｢分解する+意味を含ん で い たり, ｢ 問題を解決する+ 意味や ｢疑惑を晴らし取り除く+ の意味もある ｡ 音
楽用語として の `r e s olutio n' は ｢不協和音を協和音に移行させ る+意味だし, 文学用語としても ｢演劇や他
の文学作品の 筋が解き明かされる解明部+ の意味もある ｡ さらに水蛭探りは ｢医療行為+ を象徴してい る餌
`
r e s olution' は病理学周語として ｢炎症, 腫壕などの消散+ をも意味す る o 一 方 `indepe nde n ce, には
経潮勺独立つ まり ｢自活できるだけの収入+ の意味もあり, 詩人が久しく交渉を続けて い た地所問題が ｢解
` 決+ して8,500ポン ドの 支払い を受けて ｢自立+ し, M a ry Hutchin s o nと の結婚にこぎつ ける の も この 頃
である｡
結局この 詩で詩人は何を｢決意+ し, 何から ｢独立+ したの だろうか｡ またこの 辞の元の 題名は ｢水蛭採
り_= T he Le e ch- Gathe r e r
”
) だ っ たが, その題名をなぜ - 見抽象的で暖味な自分の心の をかの意識にす
ぎない ｢決意と独立+ - 変更したの か｡ そもそもこの ｢水蛭採りの老人+ は何を表象して いるの か, チ ャ タ
トン がこの詩の特異点である理由は何なのかとい っ たようなことを ここでは検討してみたい ｡
4 : 2 ｢決意と独立+ に つ い て
この詩の 韻律は, チ ャ タト ンの ｢慈善につ い て の秀逸な民謡+ (`･An Ex c ele nt
L
e Balade ｡f Charitie封)
の韻律と同じで ある｡ つ まり ababbc cと いう押韻形式(5)を取 っ て い る｡ また伝記的には, 32歳で まもなく
結婚を控え, 詩人としての不安を抱えて い た頃の作品の ようだ｡
夜もすがら嵐は猛り,
爾は滝 つ 瀬のように烈しく降 っ た｡
され ど, い ま, 太陽は静かに輝かしく昇り,
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遠くの森に小鳥はさえず るo を第1連)
月や星さえ見え か ち夜から太陽の昇る朝 - , 猛り狂う嵐は治まり穏や か な日 の 光やゞ射し込む中で詩人は ,
｢ 遠くの森の 小鳥のさえずり+ を耳に して い る ｡ こ れは 『聖書』 の 人類史で は ｢大浜永+ を経験した後 の ノ
ア の 置かれた境遇であり, ｢小鳥+ の 存在は, ノ ア の ｢鳩+ と通底して い る し, 烈しい 嵐は旧約聖書的天候
を, 穏やかな朝は新約聖書的天候を象徴してい る｡ 実際｢かわら鳩+が, ｢美しい 自らの歌に酔い+, ｢か け
すはカササ ギの 卸喋を) に答え+, 大気は ｢快い水音で満たされる+ の だから, 大浜永が治ま っ た後の状況と
比瞭的に同じであると考えて い い だろう｡ 『聖書』 の場合そこから人類が分化して い くの だが, こ こで はす
べ てが新たに開始されたとき, い っ たい 何が始まる の だろう｡
｢大空辻朝の誕生を喜+ ぶ の だから, 朝という新しい 環境の 開始, さらにその ｢誕生+ と いう再び何物か
の 開始, そ こ にある の は, 期待を担う明るさと活気を感じさせ る何か喜ばし い 存在の 始まり以外の何物で も
か ､o ｢ 草は雨の しずくもて輝+ き, 豊穣で創造的生産的なもの の 誕生を予感 させ る もの ばかりだ｡ 楽しく
沼地を走り回る ｢兎+ ち, 快活, 活動, 生命の躍動などの イメ ー ジで彩られて い る｡
楽しい季節は私の心を奪い ,
私の古い取除は凡て消え失せ,
はかない憂馨な浮き敢の様も消えた｡ 傷 3連)
こうして人類史の ｢大洪水+ にも匹敵する嵐によ っ て個人史におけるす べ て の ｢古い記憶+ は消去され, さ
らに ｢はかない貴賓な浮き世の様+ も消えて しまうの であ去. こうして最初に詩人が依存しなくなる も の が
ひ と つ ここで語られるo.
つ まり 一 言で言 っ て しまえば, 過去の ｢記憶+ からの ｢独立+ である ｡ 殊更 ｢古い
記憶+ に こだわる の はなぜだろうか｡ 例えば ハ ム レ ッ トが父の亡霊 に会 っ た級, 次の ように ｢決意+ する ｡
よ し, おれの記憶の手帳から つ まらぬ記憶は
きれいさ っ ぱり, す べ て抹殺す るぞ｡
子供の ころからそこに書き留めた
金言名句, ちの の形, 心の印象, す べ て だ｡
そういう下らぬ書き込み を拭い去れば,
こ の胸の手帳にはい まの命令の み
色濃く亥ほ れよう｡ 必ずそうす るぞ｡ ( 第1幕5場)
こうLて ハ ム レ ッ トの誓い の最後の言葉は, ｢俺の 守り言葉は, 『で は行くぞ, こ の身を忘れるなよ』 /さ
あ固く誓 っ たぞ+ で終わる ｡ ただ ハ ム レ ッ トは亡霊から聞い た後記憶を消去するが, 詩人は消去して から書
き込むのを待 っ て い る状態で, 順序は反対である もの の, これは詩人の最後の誓い である ｢水蛭採りを思 い
浮かべ よう+ という ｢決意+ の書き込みと通低して い ない だろうか｡ こ の 場合自耗状態の心に刻み込まれ る
のは, 言葉その もの よりもむ しろ老人の態度である｡
しかL｢･ - 喜びが高ければ高い ほど/それだけ深く意気は沈んで行く+｡ 結局そ れまで の朝の 清々 し
さが象徴する ｢喜び+よりも, ｢恐怖と空想+ が迫り来 っ て , ｢ぼん やりと した哀愁 一 経験の ない , 名状し
がたい妄想+が (4連) 押し寄せてくる｡ 5連で もこ の起伏の烈しい心情を反復して い る ｡ 一 方 で ｢浮き世
から離れ, あらゆる憂い から離れて歩い て い る+ のに, 他方ではまた ｢孤独, 心痛, 苦難, 貧困の 日+ が訪
れない かと不安に苛まれて い る｡ そして7連日で チヤ
,
タトンが登場する｡
(6)
私はかの不思議の少年チ ャ タトン, (7)
若い ときに休む暇もなく死んだ魂を思う ｡
また山腹を鋤をも っ て耕しながら,
栄光と歓喜の なかを歩 いた詩人 バ ー ン ズ(8)を思う｡
われわれは自らの精神によ っ て神と崇められる｡
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我等詩人は青春の 初めに喜びをも っ て輝くが,
やがては終に絶望と狂気がや っ て来る｡ 備 7連)
これは嵐から穏や かな朝に変わ っ た外界の好転と全く対照的な内面 の暗転の暗示でもある｡ あえて言えば,
こ の 詩は ｢絶望と狂気+ からの ｢独立+ を願 っ た詩で もあるはずだ｡ そ の ため には どうすればい い の か｡ そ
の ような｢不幸な考えと闘 っ て い る とき+, ｢特別なる天の恩恵によ っ てか, /天の導きか, それとも何かの
賜物か+ ふ と気が付くと白髪の 老人 剃 が目 の前に い る で は ない か ｡ しか し目の 前の 老人が つ ねにすで に
｢天の 恩恵+, ｢天 の導き+, ｢ 何かの 賜物+ などとどうして認識できる の だろう｡ 逆に どうして不幸の前兆
などという要素は全く排除されて しまうの だろうかo 次の 一 連は題名変更後増えた連の 一 つ で ある｡
そ の むき出しの 荒地にその 老人を
見つ けると直に私は歩み を止めた,
向こう側の 他の ごく近くに
老人は 一 人たたずん で い て, しばらく私は思い を馳せ る
私は彼を見守 っ て い たが, 彼は身動ぎもしなか っ た,
それからその 他の淵 へ 近づ い て い っ た,
そ の間ず っ と披から眼を逸らせ る ことはなか っ た｡
こ こで ｢私+ は ｢老人+を, ｢老人+ は水蛭を探すために水際にたたずんで水面をじ っ と見 つ めて い る ｡ こ
の水面を見つ めて い る ｢老人+はナル キ ッ ソ ス 的であり, とすればそ こ に見ようとして い る ｢蛭+は実は
｢老人+ 自身であるの かもしれない ｡ さらにその水辺 で ｢老人+ を見つ めて い る ｢私+ もナル キ ッ ソ ス に緑
の 者に違い ない ｡ こうして ｢老人+は外在的な現実の水蛭探りというよりはむ しろ内面の存在を外界に投影
したもの とい っ て い い だろう｡
ある い は , こ の 詩人と老人 の出会い は, ハ ム レ ッ トとその父の 亡霊の遭遇の よう′にも思える｡ い わば老人
は詩人にと っ て <父>なの だ｡ こ の老人はもはや単なる老い た人間で はなく, 人間以外の動物, い や動物で
さえなくすで に風景化しい っ そう自然に溶けこんで い ると言 っ て も い い だろう｡ 彼は｢むき出しの丘の頂に+
横たわる ｢大きな石+ の ようであり, 太陽を求めて這い 出して来た ｢突き出た若や砂の上に憩う海獣+ の よ
うでもある ｡ 周囲の自然に溶けこ んで しま っ て い て, ｢ - ･ 半ば生きて い るようで, 半ば死んで い るよう
で, /また半ば眠 っ て い るようで+ (第10連) 凡そ人間らしい形象を超越してい る｡
老人は ｢削 っ た木の 長い灰色の 杖+ に身を預けざる をえない ような状況で あり, そ の 身動きもせずたたず
む様子は, ｢白い票+ の ようで もある｡ ｢杖+ (”stick' ') は,
E
staff' で もあり, もともと ｢豊穣, 複 軌 太
潤+ を表すo また蛭が治療に用い られる のであれば, ｢杖+ は医師ア ス ク レビオス の エ ン ブ レムで もあり,
彼の もたらす治療は復活を意味する ｡ 預言者モ ー セ との連想で は, ｢発話, 創造する言葉+ と関連してい る｡
さらに｢杖+ は, ｢神に寵愛された者または選ばれた者の 杖+ であり, 例えばア ー ロ ン の杖, ヨ セ フ の杖,
タ ンホイザ ー の杖で もあるo また羊飼い の杖は, 預言者の杖と同じであり, 詩人 の象徴で ある(1O) o 老人は
その杖で ｢沼の水をかき回L+, そこで蛭を接して いる｡ この水面下の 獲物を探る行為は, 構造的に見て無
意識から想像力によ っ て作品を創造す るという行為と 一 致して い る｡ とすれば｢蛭+ はすぐれた想像力に よ
る作品の象徴である ことは明らかだ｡ 彼の様子は｢さながら書物で も読んで い るようだ っ た+ (第12連) の
だから自然と言う書物を読み解こうと言う努力であると同時に, その中にい る ｢蛭+ とは本の 一 章, 一 節,
一 文字 一 文字の ことでもあるo
｢私+ は ｢あなたはそこで何をなさ っ てお い でです, / あなたの ような御方には, あまりに寂しい と ころ
で しょうに+ と尋ねる｡
老人の言葉は - ･
,q
･ ･ ･ 一 語 一 語は荘重な秩序をも っ て続き,
気高い趣を帯びて い た -
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選ぼれた言葉, 節度ある文句,
常人の 及ぼ か 1立派な話しぶりだ｡ (第15連1 - 5行)
老人の発する
一 言 一 言は , 何やら ロ ウリ - 詩の ｢荘重な+ 中世英語の 一 語 一 語 の ように思 える o しか し 一 方
で 第15連の 結びの 2行はこ の老人が, ス コ ッ トラ ン ド出身で ある と思 わせ る o つ まり老人 の 言葉を詩人 は
｢ス コ ッ トラ ン ドの厳粛をる住民の 用い る, /神と人を愛する宗教的な人々 の 用 い る言葉+(15連6 - 7行)
と認識するo そうい え蝶
‾バ ー ン ズも貧農の子で あるが, 厳格なカル ヴイ ン主義の家庭に育て られたの で あ
を), こ の老人はチャ タ トンと言うよを
ノ
)もむしろ バ ー ン ズで あるかもしれな い ｡ いずれにせ よ ｢老人+ が単 な
る水蛭採りではもちろんなく, 彼に は哲学者の趣さえある｡ こ こ で老人は｢水蛭を採りに この 沼地 - 来た の
だ+ と詩人に告げると, 詩人は即座に反応する ｡ それは ｢危険で面倒な仕事+ だと｡ ｢老人+ が ｢危険+ で
｢面倒+ な仕事をして い る ｡ それだけで じゅうぶ ん困難な人生の 比喰にな っ て い る｡ しかも彼は定住して い
ない ようだ｡
- ･ 歳老い て貧しい ため,
水蛭を採り に, こ の 沼地に来たの だと｡
危険な面倒な仕事だ!
彼は数々 の困難に耐えて来た｡
池から池 へ , 沼から沼 - と歩き回 っ た,
神の恵み により, 或は自分で, 或は偶然に宿を得て ,
かくして律義な生活を支えて来た｡ ( 第16連)
さらにこの定住して い ない ｢水蛭採り の老人+ という存在は, 現実から遊乾し始め る ｡ ｢彼の全身は私が か
つ て , / 夢の 中で会 っ たことのある人 の よう+ であり, また ｢適切な勧告により, 私に力を与える ため, /
遠くの国から送られて来た人のよう+ で もある ｡ 最早老人は詩人 の現実の 周辺 の 日常的存在を超えて , む し
ろ< 亡霊> のようなあるい は<異邦人> の ような存在である｡ こ こで ｢私+ は再び｢悲惨なる死を遂げた偉
大なる詩人たち+ に思い を馳せ るもの の , 詩人に は, こ の老人しか考えられなくな っ て い て, 彼に ｢慰安+
を求め ながら尋ねるo ｢貴方はどういうふうに生き､何をして い るの です+｡ つ まり詩人はこ の 老人が彼を癒
してくれる存在であることを つ ねにすで に知 っ て い ることになる ｡ とすれば蛭の採集は必ず教訓的な意味を
も っ て い る はずだ. 第 - に｢蛭+ は<癒す自然> の表象でもあるo 蛭の採集は, バ ジル ･ ウ イ リ ー
(ll) も指
摘してい るようなワ - ズ ワ ス の <自然> の特長の
一 つ である<癒し>という 一 種の治療法ためで あ っ て, こ
の場合意肉体的な癒しよりもむしろ精神的な癒しが求められて い る｡ 次に水面下の ｢蛭+ をくまなく探そう
とする老人は, 精神分析的な見方をすれば, 無意識から想像力によ っ て作品を産み出す詩人と いう可能性も
考えられる｡ さらにブリス トルで古文書がもて はやされた頃は, チ ャ タト ン/ 後援者･ 出版社 ･ 好事家 - 症
/ 蛭採りであ っ たの に, 売れなくな っ て来るとこの関係が逆転してチ ャ タト ン/パ トロ ン - 蛭採り/蛭とな
る｡ 彼は出版の伝手を求めて適当 か †ト ロ ンを ｢授+ しながら, (
12)詩作活動を続けて い た｡
｢以前には水蛭はどこにもい たが,
今は次第になくな っ て来た｡
しかし私は倦まず弛まず, どこ - でも行 っ て接します｡+(第18連)
こ の老人の言葉は, 第 一 義的に明らかに自分の経済的生活がしだい に成り立たなくな っ てきた様子を述べ て
い る｡ そうい えば,
`indepe nde c ne
'
に は経宙印勺意味が含まれて い たし, こ の老人の言葉から｢蛭+ の株取
に関して経済的意味を読み込んでも何ら不自然で はない だろう｡
(13) こ こ で蛭が採れ なくな っ てきたこと を
嘆く老人, 最初もて はやされて い たの に次第に相手にされなくな っ て い っ たチ ャ タト ン, そして詩作の源泉
が次第に枯渇し不安に襲われてい たワ - ズ ワ ス 自身の 姿が重な っ て来るo こうしてこの水蛭採りの老人はワ
-
ズ ワ ス 自身の<影>で もある ｡
(14) さらに伝記的な事実から言えば, 1795年から コ ー ルリ ッ ジと親交を結び,
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ユ800年には ケジ ッ ク 侃 e s wick) に転居してきた コ ー ル リ ッ ジと親しく往来しておをフ, 教訓を与え枯渇しそ
うな詩作の 源泉を癒してくれる人物として コ ー ルリ ッ ジも考えられる o(15j
ともかく老人が こう言 っ た時, ｢私+ に と っ て は答えにな っ ておらず, 実は全く何の ｢解決+ にもな っ て
い な い ｡ むしろ ｢老人がこ う物語 っ たとき, こ の寂しい場所, / 彼の 姿, 物語, 凡 てが私を悩ま し+ (第19
逮), ますます困惑しただけであ っ た｡ 繰を■)返しになるが, こ の詩の ほとん ど終結部に な っ た時点で も老人
の言葉は詩人にと っ て実は何ら悩み の ｢解決+ には な っ て い か ､の だo ところが, ｢老人は 一 息 つ い て , 再
び同じ話を繰り返 し+ てみ ると, 冒頭で嵐が穏やかな朝に変わ っ たように事態は - 変する ｡
そ の話は快活で , 態度は裁切で , しかし概して堂々 として ｡
話が終わる と, かくも衰えた老人 に,
こ の し っ かりとした心がある の を見て,
私は自分を噛笑したい 気持ちにな っ た｡
そして言 っ た ｢神よ, 私を助け, し っ かり支えて下さい ｡
私は寂しい沼地の 水蛭探りを思い 浮かべ ましょう+0 (第20連)
｢衰えた老人+ に ｢し っ かりした心+ があり, そ の 話は｢快活+ で, 反対に若くて元気な自分の方は不安に
苛まれて い る の を悟 っ て , 自分を惨めに思う｡ 恐らく ｢私+ より学もない はず の蛭探りの 言葉の 方が快活
で ｢し っ かりした心+ をも っ て い るの だが, こ の ｢し っ かり した心+ とは何の ことだろう｡ おそ らくそれ
は｢再び同じ話を繰り返す+(第140行) その 信念の ようなもの であるo ｢同じ話を繰り返す+ こと , それ こ
そ, チ ャ タ ト ンが ロ ウリ - 詩で展開して来た作品群の こ とであり, 詩人の 一 つ の信念で もあ っ た｡ しかも,
快活に, 親切 に, 堂々 と話す話ぶり こそ, 詩人が老人から学ん だことであ っ た｡ したが っ て ｢決意+ とは,
い ろ い ろ新しい 話を次々に語 っ て いく<メ ト ニ ミ - > ではなく, 自信をも っ て同じ話をくり返し語る< メ タ
フ ァ ー > としての ｢決意+ の ことで あ っ た｡ だからこ そここで ワ - ズ ワ ス はチャ タトン の韻律だけで なく,
内容も模倣して しま っ たこ とが明らかになる｡
4 :3 ぁわりに
チャ タト ンの ｢慈善に つ い て の秀逸な民謡+ の モ チ - フ は｢書きサ マ リア人+ の話 (『ル カによる福音書』
第10章25-37節) である｡ 『聖書』 で は, 巡礼で はなく追い はぎに襲われた人であ っ たり, 貴初通りかかるの
が祭司, 次が レビ人, 最後にサ マ リ ア人と三人通り過ぎるが, チ ャ タ ト ンで はレビ人は省略されて い る｡ あ
る い はそれは ｢悪天候+ に吸収されて い ると看る ことも出来るが,
て最後に教訓を与える部分が異な っ て い る｡ 一 人の不幸な巡礼が,
から始ま る｡
こ こで は省略されてい ると考える｡ そし
青天の弄憂で急な嵐に見舞われるとこ ろ
太陽は南中してきらめき,
風はそよともなく, 空は澄んで い た,
そ の とき海の方からは黒く陰気な色を帯びた
雲の峰が恐ろ しい 隊列を組んで湧き上が っ た｡
それらはたちまち森に近づき,
太陽の美貌を覆い 隠した｡
黒 い嵐がたちまち膨れ上がり, 勢 い を増した｡ (第2連)
この詩の全体的な雰囲気はやはり中世に設定してあるだけあ っ て チ ョ - サ ー の 『カ ン タ ベリ ー 物語』 にむし
ろ近い o しかし天候の状況は｢決意と独立+ とはま っ たく正反対で ある｡ チ ャ タト ン の場合 一 転して俄に か
き曇り, 巡礼は聖樹の下で雨宿りをする｡ こ の天候の状態から言えば, 物質的なものが欲しい の にそれを得
られない 悲劇を暗示して い るらしい ことが分かる｡
- 67 -
最初は聖 ゴドゥイ ン の修道院長が通を)かか っ た の を巡礼が見つ け, ｢牧師様, 施しを!+ と叫ぶ もの の 無
視さ れ 何も施しを受けられなか っ た｡ 次に 一 人 の 貧しい牧師が通を)かか っ たとき, ｢ 施しを!+ と叫ぶ 巡
礼に銀貨を与え, す べ て は｢神の 下僕+で あり, そ の前で は平等で あるという教訓を与える ｡
そ の 牧師はその とき自分の財布の紐を績め ,
そこから銀貨を 一 枚取り出したo
巡礼は喜びのあまり打ち震えた｡
さあ, こ の銀貨を受け取りなさ い , こ れがあなたの不安を癒してくれるだろう｡
我々 は皆神の下僕, 我々 自身の もの な ど何 一 つ ない の だo (80- 84行)
さらに衣装にも不自由して い る巡礼に短い 羽織を与え, 牧師は去 っ て行く｡ 同じように神に仕える職にある
者が二様の相反す る態度を｢巡礼+ に示して い る｡ ところで水蛭採りの老人も, 同 一 人物で あるにも関らず,
詩人に と っ て二様の態度を見か け上示し, 結局その印象は二段階に別れて い ない だろうか｡ つ まり最初 ｢あ
なたはそ こで何をなさ っ て お いで です+(第13連) と尋ねたあと再び以前の 不安 に ｢私+ は苛まれる の に ,
次に ｢あなたはどういう風に生き, 何をして い るのです+(第ユ7連) と聞い た後は, 教訓と希望を与える存
在に変わ っ てしま っ て い る ことが詩人 に認識された｡
最後の 二行は｢決意と独立+ と同様に ｢栄光の座におわします聖女と聖者よ, / 強い 意志を持つ 者に力を,
そして善良な者に力を+ という祈りで終わる ｡ ｢強い意志+ をもち ｢善良+ で ある こ とが生 きる上 で重要な
こ となの だ｡ つ まり自分に与えられた使命として需要が少なくな っ たにも関らず, 治療に必要な手段として
の蛭を執掬に追跡す る ｢強い意志+, それに不可欠である のが, 営利に走 っ たり, 怠慢 に陥 っ たりする の で
はなく虚心坦懐に蛭を採取すると いう単純な作業に従事する ｢善良さ+ を重要視して いる｡ ワ - ズ ワス はチ ャ
タ トン の ｢巡礼+ の ように物質的援助を求めたので はない ｡ しかも最初からとくに何かを求めて い た訳でも
なく, ふ と水蛭採りの老人と出会 っ てそれとなく話をして い るうちに , 教訓らしきもの を感じとり, ささ や
かで はあるにして もそれなりの精神的満足感ある程度の幸福感を得たの だ｡ つ まり ｢決意と独立+ をチャ タ
ト ン風に言い換えれば, 詩人は永蛭採りから精神的な｢慈善+ を施されたの だ｡
｢決意と独立+ の結びの 二行の 誓い は, 最初から神に祈ればい い ことであり, こ こ で老人 に言及する必然
性は全くない ｡ それはち ょう ど, 悲惨な運命を辿 っ た詩人 の例としてチ ャ タトン とバ - ン ズを思い つ くの と
同じくらい気紛れなものだ｡ 結局 ｢神の加護+ を求めて い るのであり, 実は貧しい水蛭採りを思 い 浮かべ た
ところ で, 自分の 落胆を救う手立て には何らならない ことは詩人自身が い ちばん よく知っ て い る はずだ｡ で
は結局こ の老人は誰をのか｡ 彼はチ ャ タトン の亡霊であり, こ の詩は二人 の内的対話である ｡ 蛭 にして も,
血 を吸う生 き物として ヴァ ン パ イア - 繋が る奇異さで はなく, むしろ治療法の 一 つ として も っ と理性的な意
味を持 っ て い た｡ ロ ウリ - 詩の非常に多くの部分が, 戦闘の場面であり同時に流血の場面で ある ｡ ｢イ ギリ
ス の牧歌+ の なかにさえ, サラセ ン 人が血を流す場面が侵入 してい た｡ 流血 の場面は作品その ものが ｢血 を
吸 っ て+ い ることであり, つ まり作品 - 蛭なの だ｡ そ の ｢蛭+ を求めてさ迷う老人とは, 1802年の 作とす れ
ば
,
チ ャ タトン が生きてい たとして , ち ょう ど50年, 先輩詩人の生誕後半世紀という感慨もあ っ たはずで ,
チ ャ タトン の亡くな っ た年であるユ770年に生 まれたワ - ズ ワ ス は, 何か因縁めい たもの を感じて ｢チ ャ タ ト
ン+ と明確に言及したのであり, ある意味で この 詩はチャ タ トン - の鎮魂歌とも言える だろう｡ そしてチ ャ
タト ンが辛酸を硫めて来て , 生きて い たとすれば当時50歳で, 老人の体を成して い て もおかしくない かも し
れない ｡ 敬愛の念によ っ て ｢老人+ に引き寄せられる 一 方で , 先輩詩人の陥っ た狂気が自分に も起 こる の で
はない かという不安によ っ て ｢老人+を遠ざける心理が働き, どうしても ｢じ っ とみ つ めたまま+ で い る時
間が生じて しまうの はその相反する 二 つ のJL､理が括抗して い る結果である｡
｢テ ィ ン タ ン僧院+(aLin e sW ritte n aFew M ile s A bo v eTinte rn
-
A bbey, o n Revisiting the
Ba nks ofthe Wye Du ring a To u r, July 13, 1798
' ') がミル トン の 『失楽園』 第3巻と第7巻の ｢影響の
不安+(16)を克服する詩であ っ たように, (17)｢決意と独立+ は, 先行す る詩人である チャ タト ン (18) ぉ よび18
性紀の ｢影響の不安+ を克服した い わばチ ャ タト ン , バ ー ン ズらからの ｢独立宣言+ (de claratio n of
indepe nde n c e) の詩である｡ ｢水蛭取り+ という題名の ままで , その老人の教訓を得て ｢決意+ を新たに し
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た の で は, そ の影響下 にあるこ とを認めて しまうこ とになるc. ｢影響の 不安+ を克服したこ とを示すに は ,
どう して も ｢決意と教立+ に変更し, とく に水蛭取りの老人との 出会 い 以降を書き換える必要があ っ た の で
はなかろうかD
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Bu rn s'' の 中で Bu r n sの 仔indepe nde n ce
' '
に つ い て触 れて い る (John 0. Hayde n, Willia m
Wo rds w o rth: Sele cted Pr o s e･ Lo ndo n :Pe nguin Bo oks Ltd, 1988, p p.426-427.)o
l
(9) ｢老人+(OldM an) は｢『マ ナ』 の ような人格の象徴つ まり無意識から意識へ澄んで い て感知可能で 同
化できるようなものがあふ れ出したときに現出す る人格の 精神性+ (J･ E･ Cirlot, A Dictio n a ry of
Symbols･ r epr ･ Lo ndo n a nd Henley: Ro utledge & Kega n Pa ul, 1985, p.243)を象徴 して い る ｡
(10)Adde Vrie s, The Dictio n a ry ofSym bols a ndIm age ry. Am ste rda m a nd Lo ndo n :N. rth_
Ho11a nd Publishing Co mpany, 1974, p p･438-439. 他に caduc e u s, c r o ok, m a c e, s c eptre, clubの
項目を参照｡
(ll)Ba sil W illey, The Eighte e花とh CeTLtu ry Ba ckgr o u nd: Studies o nikeIde a ofNatu , ain the
Tho ught ofthe Period, 1934, の 最終章 ｢ワ - ズ ワ ス における自然+ 参照o
(12) パ ー シ ー の 『古英詩拾遺』 を扱 っ たジ ェ イ ム ズ ･ ドズレ - (Ja m e sDodsley), ホ レ ス ･ ウ オ ルポ -
ル, ブリ ス トル の 好事家ジ ョ ー ジ ･ キ ヤ ト コ ッ ト, その 兄弟である聖書学者 ア レ グザ ン ダ ー . キ ヤ ト
コ ッ ト, やはり好事家の 一 人 ヘ ンリ ー ･ バ ー ガ ム (He n ry Bu rgu m), 外科医で ブリス トル市史を書こ
うとしてい たウイリア ム ･ パ レ ッ ト (W illia m Bar rett) らがチ ャ 夕トンが頼 っ た主なパト ロ ン で ある｡
(13)｢チ ャ タ ト ン は, 決意と独立 を達成で きなか っ た+(Ha r old Blo o m, The Visio n a ry Co 7TPa ny･
p .166) と言 っ て い るが, こ の とき経済的意味も含めて い ると思われる｡
(14) ホラテ ィ ウ ス の 『詩劉 の最後で , 狂気の 詩人と｢血 をい っ ぱ い吸うまで離れまい とする蛭+ を同 一
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祝 して い る･｡ Aristotle/Eo r a c e/Lo ngin u s, in Cla s sic alLite r a ry Criticis m IAristotle : 071
the Art of poetry; Ho r a c e JOn the Art of Po etry; Lo ngin u sIOn the Sublim e, tr.
で息Do r s cb. Lo ndo n :Pe nguin Bo oks, 1965, p.95.
u53 他に も｢水蛭採を)の老人+ の こ とを, G. Ha rtm an は ｢テ ィ ン タ ー ン僧院+ の 隠者と同じで あi),
黙示録の 聖 ヨ ハ ネの ヴィ ジ ョ ン と声をも っ て い ると言うし, Ala n Be w ell は｢化石+, Ka rlKro ebe r
は 一 種の ｢墓碑銘+ とまで言い たげであl), Lu cy Ne wlyn はも っ と抽象的な ｢均衡が取れ落ち着い た
存在+ などと言う｡
(
r
16) fia rLOld Blo o m, The An xiety of Influ e n c eIA The o ry of Po etry. 0Ⅹfo rd: 0Ⅹfo rd
Univ e r slty Pr e s s, 1973.
(17) Ha r old Blo o m,
”
W o rds w o rth a nd the Sce n e of In str u ctio n. ” Poetry a nd Repr e s sio n :
Re uisio nis7nfr o mBlake to Sie ue n s･ Ne w Ha ven a nd Lo ndo n :Y ale Univ e r sity Pre s s, 1976,
p.82.
(18) こ こで は詳しい検討はで きなか っ たが, チ ャ タト ン の ”An Ex cele nte Balade ofC ha ritie” は Sir
W alte rR alegh の T he Pa s sio n ate Ma n
'
s Pilgn m age s up po s edto be w ritte nby o n e at the
point of Death
乃
の影響がある と思われる (Helen Ga rdn e r ed. The Faber Bo ok of R eligio u s
Ver s e･ Lo ndo n & Bo sto n :Fabe r a nd Fabe r, 1972, p p.76 7 7).
5 ぁわ り に -
`
W i= a m Chatte rto n
'
考
M ode r nCritic al Vie w sの シリ ー ズ の うち ハ ロ ル ド ･ ブ ル ー ム編 『感性と崇高の 詩』(
1)
の 表耗に二枚の
絵がある . 一 つ は ヘ ンリ ー ･ ウ ォリ ス の ｢チ ャ 夕トン の死+ であり, もう 一 つ はジ昌ン ･ マ ー テ ィ ン の ｢吟
遊詩人+であるo 前者で は ピ ー タ ー ･ コ ン ラ ツ ドが 『ヴィ クトリア朝の宝部屋』 で いう孤独な ｢ピク チャ レ
ス ク ･ シ テ ィ+(2)の なかで失意のうちに自殺してい っ た天才詩人が措かれ, 後者に は敵に挑む孤独な人間と
いうテ ー マ を含ん だ山の荘厳さが措かれてい て , その主題はグレイの ｢吟遊詩人+ から取られ自由と国民性
の 象徴であるウ ェ ー ル ズ の吟遊詩人 に対する エ ドワ ー ド ー 位の抑圧 に対する嘆きが措かれて い る｡ こ の 二 枚
の絵で天才的感性の挫折と崇高を象徴してい ると思われる ｡ ｢崇高+ とチ ャ夕ト ン の 関係 に つ い て は ｢ア フ
リ カの牧歌+ を中心に議論したように, 自然の崇高に もちろん詩人は関 っ て い たが, さらに マ ー テ ィ ン の 絵
に措かれて い るような権力の抑圧 に対抗した自由を希求する反逆的な精神を象徴して い る点で もチ ャ 夕トン
は関 っ て い た の で は なかろうか ｡
どうして転向後の ワ - ズ ワ ス は 『シ ン トラ協定覚書』 を書い て ス ペ イ ン の ゲリラ に拍手を送 っ た
の か｡ どうして桂冠後のサウジ - は九年の情熱を傾けて今は誰も読まない膨大な 『ス ペイ ン半島史』
を書い たのか ｡ どうして バ イ ロ ン はカルポナリ党指導者としてイタリア ･ ゲリラを助け, さらに ギ
リ シア革命の陣中に死んだの か｡ ナポレオン評価におい て逆でも, どうして ハ ズリ ッ トは全集の 五
分の 一 になんなんとする 『ナポレオン伝』 に骨身を削らねぼならなか っ たの か｡ - ･
ロ マ ン派の心情の基本構造は文化ゲリ9
L
だ っ たからである｡ (由良君美 ｢ロ マ ン派 - ゲリラ の 説+
『みみずく英学塾』 青土社, 1987年, 57頁)
ピ ー タ ー ･ ア ク ロ イ ドの 『チャ タ トン』
'3)以来, 鼎窃, 控造, 贋作, パ ロ デ ィ をめ ぐ っ て こ の小説の 自己
参照的なモ ー メ ン トに注目してい わゆるメ タ フ ィ ク シ ョ ン の視点から, 本物/偽物, 現実/ 虚構, 原典/引
用, 創造/ 再創造とい っ た二項対立崩しを軸に従来の偽作者として の 詩人の否定的 ･ 消極的な評価から肯定
的 ･ 積極的な評価 - と読み直されてきて い る
{4)
. しかしこ の再評価は依然として チ ャ タ トン - 偽作者を前
提として い るし, その延長線上 に展開して い る議論でしかない ｡
1997年3月24日現在, ペ ル ー の 日本人大使館人質事件は｢解決+ して い ない ｡ こ の あたりで もう - 度< ゲ
リラ >というもの を再考して い い と思う｡ ｢ヘ イ ス ティ ングズの 戦い+以来チ ャ 夕ト ン に は戦闘と涜血 の場
面が移しか っ た｡ 一 見長閑な｢イギリス の 牧歌+ にさえ十字軍とサラセ ン軍の血生臭い 戦闘が繰り広げられ,
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それも続率された戦い 方で はなく, ｢ア フリ カの牧歌+ の ゲイラの奴隷商人との戦い 方も同様で あ っ たo ロ
ウリ - 詩の数多く の戦闘場面 を考えてみ ると, 『イ - ラ』 は例外としても, どう して も例 えばシ ェ イ ク ス ピ
ア の 歴史劇にあるような続率の とれた 臥 満 とは思え か ､o つ ま8)iF_規軍の 聞い 方で はなく, <ゲリ ラ> の
闘い 方なの だo
例えば1808年イ ベ リア半島で ナポレオ ンを5年に渡 っ て苦しめ, ナポ レオ ン退位の 一 要因に もな っ たとい
うあの ス ペ イ ン の農民の , ボ ー ア戦争 (1899- 1902=ニおけるイギリ ス軍に対するボ ー ア人 の , そ して ア ラ
ブ民族主義ゲリラを親織し, 独立運動の指導者で あ っ た TI E･ La w r e n c e(
･La w re n c e of Arabia,)の
開い 方なの だ｡ ゲリラ戦は本質的に<弱者の戟法> である o したが っ て, これとい っ た組織もなく物質的に
劣 っ て い る弱者がその反対の勢力を有す る強者に村して加える破壊である o その目標は相手の ｢関節+ を遊
撃し相手方の 強大な軍事力を破壊して しまう の で はなく, そのまま の状態で無力化して しまうこ とにあ
るo
(5)
こ れは既成の 伝競哲学に対す るデリ ダ風の 軌 坊 で あり, 先程述べ たポス ト モ ダ ン の再評価の方法と適
低してい るo 詩人はパ ト ロ ン の 求め に応ず るまま･ 当時の時代思潮に迎合する ようにゲリラ的に ロ ウリ - 請
を書き, ゲリラ的に ウ オ ル ポ - ル, チ ャ ー チ ル , キ ヤ ト コ ッ トらを批判して い っ た ように思え る ｡ 偽名の
`Du nhelm u sBristolien sis' で詩人 の経歴を開始し, とりあえず `W illia m Chatte rto n, と して死亡者
登録名簿に記酎6jされてしまうでho m a sC hatte rto n こそ既成の文壇に果敢に挑戟しあえなく散 っ て い っ
た ｢文化ゲリ ラ+ の先駆にふさわしい 一 人 で はなか っ たかo (7)そしておそらく彼の戦略を現代に翻訳すれ ば
次のようなもの であ っ たろう｡
‥ ･ たぶ ん パ ロ デ ィ こそが, ポ ス ト モ ダ ニ ズム の ため に掛二適切な表象の戦略, つ まり起源を刻
印するというよりはむ Lろ対応する原文書を使用する戦略 (Said, Edw a rd. The Wo ,ld, the
Te xt, a nd the Critic･ Ca mbridge, M a ss･: Ha rv a rd Univ e rsity Pr e s s, 1983. p .135が既に
述べ て い る) であろうo もしわれわれがそういう モ デル の意味合い に気付くようなことになれば,
われわれは (再) 表象によ っ て文化を創造し, か つ それに意味を与える操作を再考しなけれぼ なら
ない で あろうo しかもそれはい わゆる懐古趣味的な現実逃避的傾向にと っ ても悪くはない ｡ (8)
註
(1)fla r old Blo o m
,
ed･
,
Po ets ofSen sibility a nd the Sublim e. Ne w Yらrk: C hels e a H. u s e
Publishe r s, 1986.
(2)Peter Co n r ad, The VL
'
cto ria n Tr e a s u r en o u s e･ Lo ndo n :Willia m Gollin sSo n s, 1973, p p. 65-
105.
(3)Pete rAckr oyd, Chatte rto n. Lo ndo n :Hamish Ha mil七on, 1987.
(4)Linda Hutcheo n, The PolitL
.
C S OfPo stm ode -isTn･ Londo n a nd Ne w York, 1989,.p p.95J 8.
特に chapter 3 の.aRe -pr e s e nting 七he Pa st” は参考にな っ たo
(5) Cf･ M a rilyn Butle r･ Ro 7na ntic s･ Rebels a nd Re a ctio n a rie s･ Oxfo rd: 0Ⅹfo rd Univ e r sity
Pre s s, ユ981.
(6)E･H･W ･ M eye r stein , A Life ofTho m a sChaite rto n･ Lo ndo n :Ing pen a nd Gr ant, 1930, pA43.
(7) 実際 `懲 e w Ga rde ns'' , T he Ca ndidate”, M iddles e xJQurn al に "De ci,n 比S”, aMe n e m u s, と
い っ た偽名で寄稿した文章は
”
political1y pa rtis a n
” だと いう o (Cf･ Jo a n冗. Pitto ck, 仔Tho m a s
Chatte rto n”
,
in John Sitter ed･
･
Dictio n a ry ofLitera ry Biogr aphy: Eighte占nth- Ce 肋 ,”
British Po ets: Se c o nd Se rie s･ Detr oit & Lo ndo n :G ale Re s e a r ch ln c.
, 1991, p.75.)
(8)Hutche o n, op. cit. , p.117.
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A Chr o n oi gic a= 1J
'
sto ry ofTho m a sChatte rto n.
(E3iPa nded fr o m
"Biogr aphic al Data,
ガ in lngram , John H., The True Chatte rto 花∴A Ne w
Stud37 Fr o m Origin alDo c u m e7ttS, Lo ndo n: Fishe rUrl Win, 1910, pp.17-18.)
1713.
Ja n u a r･y 21, 1722.
Septe mbe r29, 1729.
1739.
April25, 1748(?).
Febr u a ry 14, ユ749.
Augu s七 3, 1752.
No v e mbe r20, 1752.
Ja n u a ry 1, 1753.
1757.
[1757.
[1758.
1759.
Augn st 3, 1760.
[1760.
[1762.
[1763.
Ja n u a ry 8, 1763.
[17 弘
[1765.
July 1, 1767.
Octobe r1
,
1768.
No v e mbe r, 1768.
De c e mbe r, 1768.
De ce mbe r21
,
1768.
Febrn ary 15, 1769.
M a r cb25
,
1769.
M a r cb 30, 1769.
Tho m a sChatte rto n s e nio rbo r n.
Ente r ed Colsto n's 日o spital Scho ol.
Appre ntic ed to Captain E dm u ndSa u nde r s.
Appointed Ma ste r of Pile Stre etScho ol.
M a r riedto Sa r ah Yo u ng.
His da ughte r, M a ry Chatte rto n(.afte r w a rds Newto n), bo r n.
Tho m a sCbatte rto n s e nio rdied.
* * * * * * * * ** * ** * ** * * * * * * * * ** * * * *
Thom a sC hatte rto nJu nio r, the po et, bo r n.
Baptiz ed atSaint M ary Redcliffe Chu r ch.
Pla c ed at Pile Str e etFr e eScho ol.
W illia m Blake bo rn.
T ･ Gr ay,
”
Tbe Ba rd” pub.
E･ Bu rke･ A P hilo s ophic al EnqLLiryinto the Origin of Ou r
Ide a s ofthe Sublim e a nd Be a utiful. ]
E･ Burkefo u nded the An nzLal Registe r with Dodsley a nd c o ntributedto
it u ntil1788. ]
[Robe rtBu r n sbo rn. ]
Ente r ed Colsto n's Ho spitalScho ol.
M a cphe r s o n, T ragm e nts of An cientPo etry.
”
]
[Os sia n Co ntr o v e r sy bega n. ]
M a cphe r s o n, T ingal.
封]
M a cphe rs o n, T e m o r a}
'
]
His fir st kno w n v e r s e s(Ron the La st Epipha ny
”)published by Felix
Fa rley
'
s BrL
'
stoI Jo u r n al.
Ho ra c eW alpole. The Ca stle ofOtra nto . ]
Pe r cy･ Reliqu e s ofAn cient English Po etry. ]
Ap pre nticedto M r. John La mbe rt, s c riv ene r.
ROW L E Y AN
Fir st % o wley
”
pape r,
”De s criptio n ofthe M ayo r
'
s
the Old Bridge,
' ' by
``Du nhelm u sBristolie n sisv
Fa rley
'
s BrL
'
stoI Jo u rTl a_
Fir st pa s sing o v e r
ap pe a r ed in Felix
Inもr odu c edto Ge o rge Sym e sCatc otta nd E. Bar r ett.
``A Ella' ' finished.
1stlette r with a pa rt of
``A Ella' ' to Ja m e sDodsley.
2nd lette rto ∫. Dodsley.
1stletter with `The Ryse ofPeyn cteynge
''
to Ho r a c eW alpole.
2nd lette r with `Tiisto rie of Peyn cte r syn Engla ndebie T･ Ro wley
封
to H.
W alpole.
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April8, 1ア69.
April14, 1769.
M a v 1769.
h!Iay 1769.
July 24, 1769.
No v e mbe r1, 1769.
Ja n tla ry 3, 1770,
1770.
Feb. /M a r_ 17 0.
[April7, 1770.
April14, 1770.
April16, 1770.
Apri124, 1770.
April, 1770.
M ay 2, 1770.
M ay, 1770.
M ay 6, 1770.
Jn n e, 1770.
Ju n e19
,
1770.
July, 1770.
July 6, 1770.
July, 1770.
Augu st 12, 1770.
Aug
･
u st 18, 170.
Augu st 24, 1770.
Octobe r, 1770,
Apri123, 1771.
1776.
3rd lette rto H. W alpole.
4tb lette r七o H. W alpole.
aElin o u r e a nd Jug
･
a
' ' in To w n a nd Co u ntry Maga zin e.
a
An Ac c o u nt ofthe Fa mily ofthe De Be rgha m sfr o m the No r ma n
Co nqu e st to this Tim e Colle cted fr o m Origln al Re c o rds
' ' finished.
Substa ntially Ro wley po e m sfinished.
NON- RO WL E Y A N
5thlette rto H. W alpole:
``W alpole! Itho ught n otl sho ulde v e r s e e/ …
/W ho w r ote Otr a nto?
a Cf. W alpole
'
s u n s e ntlette r of4 Allgu St O r12
Octoもe r1769.
T ho m a sP hillips, a n a s sista nt m a ste r of Colsto n
'
s Ho spital Scho ol,
die s.
"He c c a r a nd Gair a. An A fric a nEclogu e.
”
The W ho r e of Babylo n.
”
A lette rto Wilia m Ba r rett. "地 e 19/20tb of m y Co mpo sitio nis Pride
”
Wilia m W o rds w o rth bo r n. ]
T hisis thela st Willa nd Te sta m ent of m eTho m a sChattte rto n.
”
T he ap pr e ntic e shipfo rJohn 工+a mbe rt c a n celled.
lNLON DO N
Le a v e sBristol fo rLo ndo n (M r s. Balla n c e, S horeditch).
"Ke w Ga rde n s. ' '
`Na r v a a nd Mored. An A fric a nEclogu e.
カ
"T he Exhibitio n. A Pe r s o n al Satir e. ''
A lette r to Sa r ah Cbatter七o n, Tho m a sCa ry, a nd othe rs.
` `
that
mis e r able Ha mlet.''
`T he Death of Nic o u, An Africa nEclogu e.
''
T he Mayo rW illia m Be ckfo rd die s.
M ov ed fr o m W a m sley, Sho r editch to M r s. Ang
･
ell at Br o ok Str e et,
Holbo r n.
Luffm a nAtte rbu ry ga v e5 guin e a sfo r T he Re v e nge
' '
to C hatterton .
Thela s七 Ro wley po em
"An Ex c ele nte Balade of C ha ritieD finished.
A lette rto Ge o rge Catc ott.
Bar rettr efu s edthe C hatte rto n
'
s r equ e st.
Die sin Br o ok Str e et, Lo ndo n.
"Elegy on C hatte rto n
ガ by Tho m a sCa ry o n To w n a nd Co 乙∽tr3J
M aga zin e.
Oliv er Golds mith r epo rted o n Ro wley Po e m s at the RoyalAc ade my.
Dr . John s o n a nd Bo s w ellw･entto Bristol and de niedthe e xisten ce of
T ho m a sRo wley.
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Ro wley, Prie st &c･ Ed･ by Je r e miah M ille s, Lo ndo n :Printedfor T･ Payn e & So n, 1782.
A Sup ple m e nt to Mis c ella nie s ofTho m a sChatte rto n. Lo ndo n :Printed fo rT. Be cket, 1784.
Po e m s･ s up po s ed to h,a y ebe en w ritteTLat Bristol, by Tho m a sRo wley, a nd othe r s, i花 the
fifte eth c e ntu ry. Ca mbridge:B. Flo w e r, 1794.
The Po etical Wo rks ofTho m a sChatte rto n. E d. by Robe rt Ande r s o n, Edinbu rgh: M u ndell
a nd So n, 1795.
M is c ella niesin Pr o s e a nd Ve r s e･ 2 v ols･ E d. by E. Gardne r, 1798.
T he 19tb Ce ntu ry
The Cole cted Wo rks of Tho m a sChatte rto n･ Co ntaining His IJife, By G. Grego ry. 3 γols.
E dd･ by Robe rt So uthey a nd Jo s eph Cottle, Lo ndo n :T･ N. Lo ngm a n& 0. Re es, 1803.
The Wo rks ofthe English Po ets . v ol x v. Ed. by Ale x a nde rC halm e r s, 1810.
Sele cted Po e m s. E d. by R. Walsh, 1822.
The Po etic al Wo rks ofTho m a sChatte rto n ”,ith Notic es ofHis Life, m sto ry ofthe Ro wley
Co ntr o u er sy, a Sele ctio n ofm s Lette r s, a nd NotesCritic ala nd Expla7W tO ry. 2 v ols, E d.
by C･B･ W illc o x, Ca mbridge :Gr a nt, 1842. (Enla rged editio n, Bo sto n :Little, Br o v n, ユ857.)
Po e m s. E d. by F. M a rtin , 1865.
ThePo etic al Wo rks ofTho m a sC7Latte rtO n. 2 v ols. E d. by W aiterW . Ske at, Lo ndo n :Bella nd
Daldy, 1871. [Ro wley Co ntr o v e r sy ended. ]
Po etL
'
c al Wo rks. E d. by I. Richm o nd, 1885.
The 20thCe ntu ry
The Co mplete Po etic al Works of Tho m a sChatte rto n. 2 v ols. E d. by He n ry D. Robe rts,
Lo ndo n, 19(沼.
Po etic al Wo rks. 2 v ols. E d. by Sir Sidn ey Le e, ユ906-1909.
Chatterto n
'
s Ro wley Po e m s･ E d･ by M a u riceEva n Ha r e, 0Ⅹfo rd, 1911.
The Co TnPlete Wo rks ofTho m a sChatte rto n :A Bic enteT Wy Edit o n. 2 γols. E dd. by Do n ald
S･ Taylor & Be nja min B. Ho o v e r, 0Ⅹfo rd: Cla r e ndon Pr e s s, 1971.
Tho m a sChatterto n, Sele cted, with an intr odu ctio n a nd T Wte S by Gr e uel Lindop. Sm th
Hinks ey, Engln ad: Carc anetPr e s s, 1972.
* * ** * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *
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iiSe c o nda r･y So tl rC e S
T he 18th Centu ry
Brya nt, Ja c ob･ O bs er
･
u atio n s upo n the Po e m s ofTho m a sRo 乙〃ley, in W hich the Authe nticit},
of Tho s ePo e m sis As ce rtain ed. Lo ndo n, 1781.
[
``
C batterto nbandke r cbiefs” (British Mu.s e u m, C39b20) w e r e s old dn ring the height ofthe
Ro wley co rltr O V e r Sy. 1781.]
Hickford, R･ Obs e r u atioTLS OTL the Po e m sAttribLLted to Ro 乙〟ley, Te nding to Pr o u eThat they
w e r e r e ally ”) ritte nby him a 7td othe r a utho r s. 1782.
M alo n e
,
E dm o nd･ Obse rvatio n s o nthe Po e m s ofTho m a s月o wley. (Pa mphlet)1782.
Gree ne, E -B. Str u ctu r e s upo n aPa mphlet [by Malo n e, E .] Entitled Cu r s o ry Obs er vatio n s,
etc. 1782.
Tyr whitt, Tho m a s･ A Vindic atio n ofthe Ap pe ndix to the Po eTn SCaled Ro wley
'
s, in Reply
to the An sLU e r S Ofike De a 花 OfEx ete r[Mille s], Ja c ob Brya nt a nd a Third A7 WnyTn O u S
Write r. Londo n, 1782.
W a rto n, T･ An Inquiryinto the Authe nticity ofthe Po eTn SAttributed to Tho m a sRo wley.
1782.
[M o n u m e nt 七o C hatte rto n e r e cted by P hilip Thickn e s s e o nhis e state n e a rBath ip 1783. Cf.
Lady
'
s M aga zin e, Feb. 1784. ]
M athia s, T.J･ An Es s ay o n the Evide n c e, Exte r n al a nd lnte m al, Relating to the Po e ms
Attributed to Tho m a sRo wley. 1783.
[Cole ridge, S.T. aM o n ody o n the De ath of C hatte rto n.
” W ritte nin 1788. ]
Gr ego ry, Ge o rge. The Life of Tho m a sChatte rto n / with c riticis7n S O nhis ge niu s a 71d
w ritings, and a c o n cis e Vie w ofthe c oTか o u e r sy c o n c e ming R o wley
'
s po e m s. Lo ndo n :
Printed fo rG. Ke a r sley, 1789.
[Or m e, E dw a rd. Engr a v ed T he De ath of Chatte rto n. ” 1794.]
He ath, Ge o rge . The TLe乙〃histo ry, s u r u ey a nd de s c riptio n ofthe city a nd s ubu rbs ofBristol/
o rCo mplete g乙上ide, and info r ming a nd u s eful c o mpanio nfo rthe r e side nts a nd uisita nts
ofthis a n cie71t, e Xte n Siu e a nd in cr e a sing city, the Hotw ells a nd Clifto n … To which a r e
added des c riptio n s ofto w n s, s e ats a nd c u rio sitiesin the Vicinity, a nd of The citie s of
Bath a nd Wells;briefbiogr aphy of e min ent TLa血 e s ofBristol; m e m oir s of Chatte rto n
the Po et; a nd a la rge, elega nt c op pe r-plate pla n of the city, Hotw ells a nd Clifto n ‥ ‥
Bristol: Printed, published a nd s old by W . M atthe w s, 1794. [fa c sim . r eprint, 1898.]
Cr oft, Sir王ie rbe rt. Chatte rto n a nd
”Lo u e a nd Madn es s. ” 1800.
T he 19tb Ce ntu ry
[W o rdsv o rth, Willia m.
"Ⅰ七ho ught of C batte rto n, the m a rv ello u sBoy,/T he sleeple s sSo 11
that pe rished in its pride.
”
(R e s olutio n a nd Indepe nde n c e.
” 1l.43-44.)1802. ]
Da vis
,
John . The Life of Tho m a sChatte rto n. Lo ndo n :T. Teg g, 1806.
She r w e n, ∫. The Intr odu ctio n to a nEx a min atio n ofSo m ePa rt of the ITLte m al Euide n c e
Re spe cting the A乙ムthe nticity of Ce rtain Public atio n sSaidto Ha v e Be e n Fo u nd in
Ma n u s c npt atBristol. Bath. 1809.
Ir ela nd
,
W .H. Negle cted Ge niu s. 1812.
Britto n, I.
"The Life, Cha r a cte r, a nd Writings ofC hatterton .
' ' H isto ric al a nd Ar chite ctu r al
Es s ay Relating to Redclij:Te Chu r ch, Bristol. 1813.
[Keats, I. dedicated
'%ndymio n
”
to C hatte rto n. 1818. ]
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[An o nym o u s] Life of C hatte rto n.
'' LJO ndo n M aga zin e, Ju rle1824.
[Vigny, Alfr ed De･ Chatte rto n :A Playin Thre eActs. Pa ris. Perfo r m ed o n Feb. 12
,
1835.
ア ル フ レ ッ ド ･ ドゥ ･ ヴイ ニ イ 『チ ャ ッ テ ル ト ン』 小林龍雄訳､ 新潮社､ 大正13年｡ ]
D ix
,
John･ The LIife ofT ho m a sChatte rto 7LLondo n :Ha mi1to n, A da m s, a nd Co. , 1837.
Pu ettm a n, H. Chatte rto71. 2 γols. Barm e n, 1840.
Bro w ni g, Robe r七･
`笥s say o n Chatte rto n
' '
, 1842. [E d. by Sm al1ey, Do n ald.
Ca mbridge, h>[払 s s･ , 1948; Ro m a A･ King, Jr･ , ed. , The Co mplete 切･
7
o ,hs of Robert
Br'o u ) 花ing･ 13v ols･ Athe ns, O hio ･･ O hio Univ e r sity Pre s s, 1971, v ol.ⅠⅠⅠ, p p.161-179.]
Ca ry7 Hen ry Fr a n cis･ Liv es ofEnglish Po ets, fr o ,nJohn s o71tO Kirhe W hite, de sign ed a s a
c o 花tin LL atioTL OfJohn s o n
'
s Live s. Lo ndo n :H.G.Bohn
,
ユ846.
Ho witt, W illia m･ Ho m e s a nd Ha u nts of the M o st E min e nt British Po ets . 2 v ｡1s. L占nd｡ n :
Richa rd Be ntely, 1847. γol.I, pp.243-73.
La w r e n ce, F･
a Re m a rkable Literary lmpo stu r e s:Tho m a sChatte rto n･
,, S ha rpe
,
s Lo ndo n
M aga 2in e, v ol.viii, 1849.
Dix
, John ･ The Life of Tho m as Chatte rto7tJIn cludi7Lg his u npublished po e m s a'ld
c o r r e spo nde7 W e･ Londo n :Pa rtridge & Oakey, 1851.
Pryc e, G･ Me m o rials ofCa 托ynge S
'
Fa mily a nd Their Tim e s. Bristol, 1854.
M a s s o rl, Da vid･ Chatte rto 7L･ A Sto ry ofthe Ye a r1770, 1856. (Lo ndo n :M a c milla n, 1874; New
Yo rk: Dodd, M e ad, 1899).
[W allis, fie n ry･
`
The De athof Chatte rto n
.
”
(
.
oilpainting)in rate Gale ry. Ge o rge M e r edith
s e rv ed a sthe m odel fo rC batte rto n, 1856.]
A guide to St･ Ma ry Redcliffe chu r ch, Bristol; with a list of uic a rs, chaplain s, &c.; als o
Biogr aphic alsketche s ofCa nynge, Chatte rto n, &cリ a de s c ription ofCa ny'tge
'
s ho u s e, in
Redcliffe str e et, with n ote s; the whole illu strated with 71LL m er OLLS W O Od engr a vings . . . .
Bristol, C.T. Jeffe rie s, 1856.
M aitla nd
,
Sa m u el Roffey･ Chatte rto n IAn Es?ay. (Pa mphlet), 1857.
Sands. Ale x a nde r王iami 1to n･ Re c r e atio n s of a So uthe m Ba r riste r. W ith an intr odu ctio n by
T･ G･ Jo n e s･ 1859･ [Fr eeport, Ne w Yo rk: Bo oks fo rLibra rie sPr e s s, 1971.]
Be n n ett
,
Ja m es a. The Life ofTho m a sChatte rto n, 1860.
W ils o n, Sir Da niel･ Chatte rto n :A Biographic al S払dy･ Lo ndo n :M a c milla n, 1869.
[Ske at, W .W . e nded･the Ro wley Co ntr o v e rsyin 1871.]
Afte r Ro wley Co ntr o v e r sy
Fo r m a n
,
Ha rry Bu xto n･ Tho m a sChatte rto n a nd ms Late st E dito r[W .W .Ske at,1871].
Lo ndo n :Be v e ridge a nd c o. , 1874.
M a s s o n
,
Da vid･ Chatte rto 花:A Sto ry ofthe Ye a r17冗フ. Lo ndo n :M a c milla n a nd co , , 1874.
[Le o n c a v allo, Rugge r o. Chatte rton (ope r a), 1876.]
W atts- Du nto n
･
T･ 仔Biogr aphic al Notic e of C hatte rto n
” in W a rd, T･ Hu mphrey ed. , The
English Po etsL V Ol･ⅠⅠⅠ, 1880, p p.400-408. Influ e n c ed Ro s s etti, D.G.
Cain e, Sir Hall･
”C hattertorl封 , in Re c ollectio n s ofD. G. Ro s setti, 1880, p p.184-191.
Ingr a m, J･ H･ & Taylo r, J･ Co r r e spo nde nc e Betw e e n, Relating tO Chatterto花
'
s Birth a nd
Pa re ntag
･
e . Atbe n e u m. volュ, 1882.
[Jo n e s& He r m a n･ "C hatte rto n･ ” Pe rfo r m ed at the Prin c e s s' The atr e, Lo ndo n, o n M ay22,
1884.]
S alm o n
,
Arthu rL. E'Chatte rto n. ” Po etLo r e
,
Dece mbe r1892.
Cr oft, Sir He rbe rt･ Lo u eLet ter s ofMr･ Ha ckm a n a nd Mis sRe ap, 17乃-179. E d. byBu rge s s,
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G ” 1895.
[Le o n c a v a11o , Rug ge r o. Chatterto n(
■
opera). Re vis ed editio n, 1896.]
M a s s o n, Da vid. Chatte rto 71IA Biogr aphy. Ne w Yo rk: Dodd, M ead, 1899(Ne w a nd Re vis ed
edit o n of 1856j.
Ca rto n
,
R
･
P
･
aT he Pala c e of Art･ ” [a biogr aphic al n otic e.]Irish M o nth13,, Septe mbe r a nd
Octobe F, 1899.
Be e r s, Hen ry A･ T ho m as C hatterton ･
” A Histo ry ofEnglish Ro m a nticis min the Eighte e nth
Ce7uu ry. 日e n ry Hol上, 1899, p p.3391 3ア3. [Ne w Yo rk: Do v e rPublic atio n s, In c. , 1968]
La cy, E rn e st･
"C hat七e rto n- a (Tr agedy.) Plays a 71d SoT m etS . P hiladelphia, 1900.
Richte r
,
Hele n e･
a T ho mas C hatterto n･ ガ Wie n e rBeitr age z ur Englis che n P hilologL e, Ⅹii.
Vie n n a, 19 ∞.
The 20th Ce ntu ry
H all
,
W
･
C
･ T he M etric al I mitatio n s of C hatte rto n. 廿 Manche ste rQu a rte rly, July 1902.
[Le o n c a vl 1o, Rug ge r o. Chatte rto n(opera), the 2nd Re vis ed editio n, 1905.]
Go s s e
,
E dm u nd
.
English Liter atu r e:An nlu str ated Re c ord. 4 v ols. Lo ndo n : W illia m
Hein e m a n n; Ne w Yo rk: The M a c mila n Co mpa ny, ユ906, v ol.ⅠⅠⅠ, p p.298-300.
Ba rke r
,
W ･R･ ed･ A CatalogLL e Ofthe Autogr aph Ma n u s c ripts a nd Re m ain s of Chatte rto n,
1907.
Ru s s ell, Cha rle sE dw a rd･ Tho m as Chatte rto n, the M a r v elo u sBo3}: the Sto ry of a Str a nge
Life, m52-177V･ Ne w Yo rk: M offat, Ya rd & Co mpa ny, 1908.
Ingr a m, John H･ The Tr u eChatterto n /A Ne w Studyfr o TnOrigin al Do c u m e nts. Lo ndo n :
Fishe r Un win, 1910.
Taylo r, L･A.
'T ho m a sChatte rto n a nd Bristol.” Pete rHa mps o nDitchfielded. , M e m o rials of
OldGlo u c e ste r shir e. Lo ndo n :Ge o rge Ale n, 1911.
Shep pe rley, W illia m.
` `A Po e m o nChatterto n. ' 1914.
Hyett, Fr a n cis A da m s, Sir･ Chatte rto nia n a, being a cla s sified c atalogu e of bo oks,
pa mphlets, m aga zin e a rticle s, & othe rprinted m atte r r elating to the life o r u)o rbs of
Chatte rto n
,
o rto the Ro LDley c o ntr o u e r sy･ Reprinted fr o mthe Bibliographer
'
s m a n u al
ofGlo u c e ste r sbirelite r atu r e･ By Fr a n cis A da m sEyetta ndthe Re v. Ca n o nBa z eley with
n u m e r o u s ad dit o n sby F. A. H. Glo uceste r, ∫. Bello w s, 1914.
Clarke, Sir Ern e st. Ne w Lights o nChatte rto n. IJO ndo n :Blade s, Ea st & Blade s, 1916.
Be e r s, H･ A･
``T ho m a sChatte rto n･ '' A Histo ry of English Ro m a nticis m in the Eighte e nth
Centu r3,. He n ry Hol上, 1916, p p.339-373.
Ingr a m, John fI. Chatte rton a nd ms Po etry. Ha r r ap, 1916.
S七ephen , Le slie & Sidn ey Le e, edd. The Dictio n a ry ofNatio 花alBiography. Lo ndo n :○Ⅹfo rd
Univ e r sity Pr e s s, 1921-22, vol. ⅠⅤ, p p.143-154.
Go s s e, E dm und･ A Histo ry ofEighte e nth Ce7ぬ ry Lite r atu r e(1660-17;80). M a c mila n, 1925,
p p.33ユー334.
Co urthope, W ･J･ A 月言sto ry ofEnglish Po etry. Lo ndo n :M a c milla n, 1925, γol.Ⅴ, p p. 412-420.
Oliv e r
,
Elto n. `?o etry Afte r1760.
” A Su r v ey ofEnglish Lite r atu r en30-1780. Lo ndo n :E dw a rd
Ar n old, 1928, p p.82-118.
Dix o n
,
W illia m M a c n eile. Chatte rto n. (W a rto n Lectu re o nEnglish Po etry.)Re ad o n M ay28,
1930.
Ellinge r, Esthe rPa rke r. Tho m a sCha 比e rto n :The M a ru elo u sBoyI To W hichis A d de T he
Exhibitio n IA Pe r s o nal Satir e
”
. P hiladelphia:Univ e r sity of Pen n sylv a nia Pr e s s;Lo ndo n :
H. M ilfo rd, oxfo rd Univ e r sity Pr e s s, 1930.
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M eye r stein, E･ W ･ H･ A Life of Tho m a sChatterto n. IJO ndo n :Ing pe n & Gr a nt; Ne w Yo rk:
Cba rlesSc ribn e r's So n s, 1930.
M eye r stein , E･ W ･ H･
"Chatterto n
'
s Birtha ･ ' ' Tim e sLite ra ry SLLP Ple m ent, July 18, 1936.
Da n e, Cle m e n c e& Richa rd A ddin s ell. Co m e ofAge/ A Playi7t Mu sic a nd Wo rds . 1938.
Syphe r, Wylie･
` `C hatte rto n's 'African Eclogu e s
'
a nd the Deluge.
ガ P MLA, 1iv, M a r ch 1939,
p p.246-260.
M eye r stein , E･ W ･H･
"C hatte rto n's `Bristo w e Tragedie･
' ガ
TLS･ Augu st 5, 1939.
Bird
,
Cha rle s W e sley･ Alfred de Vigny
'
s Chatte rto7L･ A Contr･ibLLtio71tO the Study ofits
Ge n e si a nd So u r c es. IJO SAngele s:IJym a nho u s e, 1941.
Bel, Neil･ Co v e rHis Fa c e :A Nov el ofthe Life aTLd Tim es ofTho m a sChatterto n. 1943.
Ne vill
,
John Cran ston . Tho m a sChatte rto 7LLo ndo n :Fr ede rick Muller, 1948.
Br o n s o n, Be rtr a nd･ H･
``C hatte rto nia n a･ ' ' Mode m La ngu age Qu a rte rly, 2, De c e mber 1950,
p p.417-424.
Taylo r, Do nald S.
仔C hatte rto n7s Suicide･ ” PhilologL
'
c alQLLa rterly, ⅩⅩⅩi, Ja n u a ry 1952, p p.63-
69.
Butle r
,
IJio n el･ `The Chatte rto n Le ctu r e. ' British Ac ade my.L195.
Jahn n, Ha n sHe n ny･ Tho m a sChatte rton: nine Tr agedie･ Be rlin :Suhrka mp, 1955.
Wa nla s s
,
Do r othy Cla re. Chatte rto n ICo ntr o v e rsy a nd Lege nd. Do ctoral T hesis, Colu mbia
Univ e r sity, 1961.
Cottle, Ba sil. Tho m a sChatterto n. Bristol: Is s u ed by the Bristol Br a n ch ofthe Historic al
As s o ciatio n, T he Univ e r sity. Lo c al Histo ry Pa mphlets, n o.6, 1963.
Alv a r e z･ A･
dW illia m Co wpe r, Tho m a sChatterton a ndthe Age of Re a s o n
”
, in The Sa u age
God: A Study ofSu L
'
cide. Londo n :Weide nfelda nd Nic ols o n
,
197ユ
, p p, 146-169. (ア ル ヴ ァ
レズ 『自殺の研究』 早乙女忠訳 ､ 新潮社､ 1974年､ 159- 186頁｡)
Kelly, Linda ･ The M ar uello tLSBoyI The Life a nd Myth of Tho m a sChatterton . Lo ndo n :
W eidenfelda nd Nic ols o n, 1971.
Smith, B. Keith.
``T be Chatte rton T he m ein M ode rnGe r m a nLite r atu r e”
,
in W . R. La st ed.
4 析nities :Es s ays in Ge r m a n a nd English Liter a払 r eIDedic ated to the M e m o ry of
Os w ald･Wolff(1897-1968). Lo ndo n :W olf, 1971.
Celo ria
,
Fr a n cis ･ `C hatte rto n
, W ords w orth a nd Sto n ehenge.
' ' Note s a ndQu erie s, New Se rie s
23, 1976, p p.103-104.
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,
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,
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